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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一記録情報片が少なくとも一つ記録されている記録情報記録領域と、
　前記第一記録情報片の再生手順を示す再生手順情報が記録されている再生手順情報記録
領域と、
　統合再生手順情報と、当該統合再生手順情報の開始アドレス情報と、が記録されている
統合再生手順情報記録領域と、
　を備え、
　前記統合再生手順情報は、前記第一記録情報片と、他の記録媒体に記録されている少な
くとも一つの第二記録情報片と、を連続して再生するための再生手順を示し、
　更に前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報は、当該記録媒体のみで当該第
一記録情報片を再生するための制御情報を含むことを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　請求項１に記載の記録媒体において、
　前記統合再生手順情報は参照情報を含んでおり、
　当該参照情報は、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報と、前記第二記録
情報片の再生手順を示す再生手順情報と、を参照していることを特徴とする記録媒体。
【請求項３】
　請求項１に記載の記録媒体において、
　前記統合再生手順情報によって再生される他の前記記録媒体との関連を示す関連情報が
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記録されている関連情報記録領域を更に備えることを特徴とする記録媒体。
【請求項４】
　統合再生手順情報と、当該統合再生手順情報の開始アドレス情報と、を記録媒体に記録
する情報記録装置であって、前記記録媒体には、少なくとも一つの第一記録情報片が当該
第一記録情報片の再生手順を示す再生手順情報と共に記録され、前記統合再生手順情報は
、前記第一記録情報片と、他の記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情報
片と、を連続して再生するための再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するための
再生制御情報は、当該記録媒体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を含
む情報記録装置において、
　前記統合再生手順情報を生成するために用いられる前記再生手順情報を選択する選択手
段と、
　前記選択された再生手順情報を用いて前記統合再生手順情報を生成する生成手段と、
　前記生成された統合再生手順情報と、前記開始アドレス情報と、を前記記録媒体に記録
する記録手段と、
　を備えることを特徴とする情報記録装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の情報記録装置において、
　前記統合再生手順情報は参照情報を含んでおり、
　当該参照情報は、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報と、前記第二記録
情報片の再生手順を示す再生手順情報と、を参照していることを特徴とする情報記録装置
。
【請求項６】
　請求項４に記載の情報記録装置において、
　前記記録媒体は、前記統合再生手順情報によって再生される他の前記記録媒体との関連
を示す関連情報が記録されている関連情報記録領域を更に備えることを特徴とする情報記
録装置。
【請求項７】
　統合再生手順情報と、当該統合再生手順情報の開始アドレス情報と、少なくとも一つの
第一記録情報片と、前記第一記録情報片の再生手順を示す再生手順情報と、が記録されて
いる記録媒体から記録情報を再生する情報再生装置であって、前記統合再生手順情報は、
前記第一記録情報片と、他の前記記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情
報片と、を連続して再生するための再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するため
の再生制御情報は、当該記録媒体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を
含む情報再生装置において、
　複数の情報記録媒体からいずれか一つの前記統合再生手順情報を選択する選択手段と、
　前記選択された統合再生手順情報により示される少なくともいずれか一つの前記再生手
順に対応する再生手順情報を、複数の前記情報記録媒体のいずれか一つから取得する取得
手段と、
　前記取得した再生手順情報により示される少なくとも一つの再生手順に従って前記記録
情報を再生する再生手段と、
　を備えることを特徴とする情報再生装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の情報再生装置において、
　前記統合再生手順情報は参照情報を含んでおり、
　当該参照情報は、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報と、前記第二記録
情報片の再生手順を示す再生手順情報と、を参照していることを特徴とする情報再生装置
。
【請求項９】
　請求項７に記載の情報再生装置において、
　前記記録媒体は、前記統合再生手順情報によって再生される他の前記記録媒体との関連
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を示す関連情報が記録されている関連情報記録領域を更に備えることを特徴とする情報再
生装置。
【請求項１０】
　統合再生手順情報と、当該統合再生手順情報の開始アドレス情報と、を記録媒体に記録
する情報記録装置であって、前記記録媒体には、少なくとも一つの第一記録情報片が当該
第一記録情報片の再生手順を示す再生手順情報と共に記録され、前記統合再生手順情報は
、前記第一記録情報片と、他の記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情報
片と、を連続して再生するための再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するための
再生制御情報は、当該記録媒体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を含
む情報記録方法において、
　前記統合再生手順情報を生成するために用いられる前記再生手順情報を選択する選択工
程と、
　前記選択された再生手順情報を用いて前記統合再生手順情報を生成する生成工程と、
　前記生成された統合再生手順情報と、前記開始アドレス情報と、を前記記録媒体に記録
する記録工程と、
　を含むことを特徴とする情報記録方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の情報記録方法において、
　前記統合再生手順情報は参照情報を含んでおり、
　当該参照情報は、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報と、前記第二記録
情報片の再生手順を示す再生手順情報と、を参照していることを特徴とする情報記録方法
。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の情報記録方法において、
　前記記録媒体は、前記統合再生手順情報によって再生される他の前記記録媒体との関連
を示す関連情報が記録されている関連情報記録領域を更に備えることを特徴とする情報記
録方法。
【請求項１３】
　統合再生手順情報と、当該統合再生手順情報の開始アドレス情報と、少なくとも一つの
第一記録情報片と、前記第一記録情報片の再生手順を示す再生手順情報と、が記録されて
いる記録媒体から記録情報を再生する情報再生装置であって、前記統合再生手順情報は、
前記第一記録情報片と、他の前記記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情
報片と、を連続して再生するための再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するため
の再生制御情報は、当該記録媒体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を
含む情報再生方法において、
　複数の情報記録媒体からいずれか一つの前記統合再生手順情報を選択する選択工程と、
　前記選択された統合再生手順情報により示される少なくともいずれか一つの前記再生手
順に対応する再生手順情報を、複数の前記情報記録媒体のいずれか一つから取得する取得
工程と、
　前記取得した再生手順情報により示される少なくとも一つの再生手順に従って前記記録
情報を再生する再生工程と、
　を含むことを特徴とする情報再生方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の情報再生方法において、
　前記統合再生手順情報は参照情報を含んでおり、
　当該参照情報は、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報と、前記第二記録
情報片の再生手順を示す再生手順情報と、を参照していることを特徴とする情報再生方法
。
【請求項１５】
　請求項１３に記載の情報再生方法において、
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　前記記録媒体は、前記統合再生手順情報によって再生される他の前記記録媒体との関連
を示す関連情報が記録されている関連情報記録領域を更に備えることを特徴とする情報再
生方法。
【請求項１６】
　統合再生手順情報と、当該統合再生手順情報の開始アドレス情報と、を記録媒体に記録
する情報記録装置であって、前記記録媒体には、少なくとも一つの第一記録情報片が当該
第一記録情報片の再生手順を示す再生手順情報と共に記録され、前記統合再生手順情報は
、前記第一記録情報片と、他の記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情報
片と、を連続して再生するための再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するための
再生制御情報は、当該記録媒体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を含
む情報記録装置に含まれるコンピュータを、
　前記統合再生手順情報を生成するために用いられる前記再生手順情報を選択する選択手
段、
　前記選択された再生手順情報を用いて前記統合再生手順情報を生成する生成手段、及び
、
　前記生成された統合再生手順情報と、前記開始アドレス情報と、を前記記録媒体に記録
する記録手段、
　として機能させることを特徴とする情報記録用プログラム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の情報記録プログラムにおいて、
　前記統合再生手順情報は参照情報を含んでおり、
　当該参照情報は、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報と、前記第二記録
情報片の再生手順を示す再生手順情報と、を参照していることを特徴とする情報記録用プ
ログラム。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の情報記録用プログラムにおいて、
　前記記録媒体は、前記統合再生手順情報によって再生される他の前記記録媒体との関連
を示す関連情報が記録されている関連情報記録領域を更に備えることを特徴とする情報記
録用プログラム。
【請求項１９】
　統合再生手順情報と、当該統合再生手順情報の開始アドレス情報と、少なくとも一つの
第一記録情報片と、前記第一記録情報片の再生手順を示す再生手順情報と、が記録されて
いる記録媒体から記録情報を再生する情報再生装置であって、前記統合再生手順情報は、
前記第一記録情報片と、他の前記記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情
報片と、を連続して再生するための再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するため
の再生制御情報は、当該記録媒体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を
含む情報再生装置に含まれるコンピュータを、
　複数の情報記録媒体からいずれか一つの前記統合再生手順情報を選択する選択手段、
　前記選択された統合再生手順情報により示される少なくともいずれか一つの前記再生手
順に対応する再生手順情報を、複数の前記情報記録媒体のいずれか一つから取得する取得
手段、及び、
　前記取得した再生手順情報により示される少なくとも一つの再生手順に従って前記記録
情報を再生する再生手段、
　として機能させることを特徴とする情報再生用プログラム。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の情報再生用プログラムにおいて、
　前記統合再生手順情報は参照情報を含んでおり、
　当該参照情報は、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報と、前記第二記録
情報片の再生手順を示す再生手順情報と、を参照していることを特徴とする情報再生用プ
ログラム。



(5) JP 4083957 B2 2008.4.30

10

20

30

40

50

【請求項２１】
　請求項１９に記載の情報再生用プログラムにおいて、
　前記記録媒体は、前記統合再生手順情報によって再生される他の前記記録媒体との関連
を示す関連情報が記録されている関連情報記録領域を更に備えることを特徴とする情報再
生用プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録媒体、情報記録装置及び方法、情報再生装置及び方法並びに情報記録媒体
の技術分野に属し、より詳細には、オーディオ情報及びビデオ情報等の複数の記録情報等
が記録されている記録媒体、当該記録媒体に対して情報を記録する情報記録装置及び方法
、当該記録媒体から当該記録情報を再生する情報再生装置及び方法並びに当該記録又は再
生のための制御プログラムが記録された情報記録媒体の技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、映画等のビデオ情報（画像情報及び当該画像情報に付随する音楽情報を含む。以下
、同様。）を記録する記録媒体として再生専用のビデオＤＶＤ（より具体的には、いわゆ
るＤＶＤビデオ規格に準拠した記録フォーマットを備える再生専用ＤＶＤ）が一般化しつ
つある。
【０００３】
このとき、ビデオＤＶＤは、その大容量性から映画などの画像情報を記録する記録媒体と
して広く使用されている。
【０００４】
一方、音楽情報等のオーディオ情報（音楽情報及び音声情報を含む音情報並びに当該音情
報に付随する静止画像情報を含む。以下、同様。）については、当該オーディオ情報のみ
を記録することを考慮したオーディオＤＶＤ（より具体的には、いわゆるＤＶＤオーディ
オ規格に準拠した記録フォーマットを備える再生専用のＤＶＤ）も開発され、商品として
市場に登場してきている。
【０００５】
他方、これらビデオ情報又はオーディオ情報等をＤＶＤに記録する場合に関しては、家庭
用の記録用ＤＶＤ及びそれに対してビデオ情報を記録するための記録フォーマット（以下
、単にビデオ記録規格と称する。)が開発されつつある状態であり、更に最近では書き換
え可能なＤＶＤ－ＲＷ（DVD‐Re‐Recordable）に対して上記ビデオ情報等を記録するた
めの家庭用情報記録装置（レコーダ）が開発され、商品化されている。
【０００６】
更に、現在では、ＤＶＤに対してオーディオ情報を記録するための記録フォーマット（以
下、単にオーディオ記録規格と称する。）や上記ビデオ情報又はオーディオ情報以外の例
えばコンピュータ用のデータ情報をＤＶＤに記録するための記録フォーマットの開発も進
行中である。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
このとき、上述したような状況の下では、将来的には、ビデオ情報をＤＶＤに記録するた
めのビデオ情報記録機能、オーディオ情報をＤＶＤに記録するためのオーディオ情報記録
機能、又は上記データ情報をＤＶＤに記録するためのデータ情報記録機能等、種々の記録
（又は再生）機能を二種類以上備えたＤＶＤ用の情報記録（再生）装置が出現することが
予想される。
【０００８】
この場合、現時点で記録に使用されるＤＶＤとしては、書き換えが可能な上記ＤＶＤ‐Ｒ
Ｗや、一回の記録のみが可能でその消去ができないＤＶＤ‐Ｒ（DVD‐Recordable）が使
用されるが、いずれの場合も大容量（具体的には、片面で４．７ギガバイト程度）である
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ことを利用して、今後は、一枚のＤＶＤ内にビデオ情報とオーディオ情報を区別すること
なく記録する機能や、電子配信等により取得されたデータ情報も同一のＤＶＤ内に記録で
きる機能が求められてくると予想される。
【０００９】
そして、更にこの場合、再生時において予め複数のＤＶＤに渡って記録しておいたビデオ
情報等の複数の記録情報から、使用者の見たいシーン又は聴きたい曲或いは取り出したい
データ情報等を自由に抽出すると共に、その抽出したシーン等の再生の順番までも各記録
情報の種類に無関係に自由に設定可能な機能が非常に有効となると考えられる。
【００１０】
そこで、本発明は、上記の要請に鑑みて為されたもので、その課題は、ビデオ情報又はオ
ーディオ情報等の記録情報が複数のＤＶＤに渡って記録されている場合に、各記録情報の
区別又は各ＤＶＤの区別に関わらず使用者が定めた自由な再生手順（シーケンス）に基づ
いて各記録情報を連続して再生することで、変化に富んだ再生態様で複数種類の記録情報
を再生することが可能な記録媒体、当該記録媒体に対してそのために必要な情報を記録す
る情報記録装置及び方法、当該記録媒体から当該記録情報を再生する情報再生装置及び方
法並びに当該記録又は再生のための制御プログラムが記録された情報記録媒体を提供する
ことにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、第一記録情報片が少なくとも
一つ記録されている記録情報記録領域と、前記第一記録情報片の再生手順を示す再生手順
情報が記録されている再生手順情報記録領域と、統合再生手順情報と、当該統合再生手順
情報の開始アドレス情報と、が記録されている統合再生手順情報記録領域と、を備え、前
記統合再生手順情報は、前記第一記録情報片と、他の記録媒体に記録されている少なくと
も一つの第二記録情報片と、を連続して再生するための再生手順を示し、更に前記第一記
録情報片を再生するための再生制御情報は、当該記録媒体のみで当該第一記録情報片を再
生するための制御情報を含むように構成される。
【００１２】
　上記の課題を解決するために、請求項４に記載の発明は、統合再生手順情報と、当該統
合再生手順情報の開始アドレス情報と、を記録媒体に記録する情報記録装置であって、前
記記録媒体には、少なくとも一つの第一記録情報片が当該第一記録情報片の再生手順を示
す再生手順情報と共に記録され、前記統合再生手順情報は、前記第一記録情報片と、他の
記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情報片と、を連続して再生するため
の再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報は、当該記録媒体
のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を含む情報記録装置において、前記
統合再生手順情報を生成するために用いられる前記再生手順情報を選択する選択手段と、
前記選択された再生手順情報を用いて前記統合再生手順情報を生成する生成手段と、前記
生成された統合再生手順情報と、前記開始アドレス情報と、を前記記録媒体に記録する記
録手段と、を備える。
【００１３】
　上記の課題を解決するために、請求項７に記載の発明は、統合再生手順情報と、当該統
合再生手順情報の開始アドレス情報と、少なくとも一つの第一記録情報片と、前記第一記
録情報片の再生手順を示す再生手順情報と、が記録されている記録媒体から記録情報を再
生する情報再生装置であって、前記統合再生手順情報は、前記第一記録情報片と、他の前
記記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情報片と、を連続して再生するた
めの再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報は、当該記録媒
体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を含む情報再生装置において、複
数の情報記録媒体からいずれか一つの前記統合再生手順情報を選択する選択手段と、前記
選択された統合再生手順情報により示される少なくともいずれか一つの前記再生手順に対
応する再生手順情報を、複数の前記情報記録媒体のいずれか一つから取得する取得手段と
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、前記取得した再生手順情報により示される少なくとも一つの再生手順に従って前記記録
情報を再生する再生手段と、を備える。
【００１４】
　上記の課題を解決するために、請求項１０に記載の発明は、統合再生手順情報と、当該
統合再生手順情報の開始アドレス情報と、を記録媒体に記録する情報記録装置であって、
前記記録媒体には、少なくとも一つの第一記録情報片が当該第一記録情報片の再生手順を
示す再生手順情報と共に記録され、前記統合再生手順情報は、前記第一記録情報片と、他
の記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情報片と、を連続して再生するた
めの再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報は、当該記録媒
体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を含む情報記録方法において、前
記統合再生手順情報を生成するために用いられる前記再生手順情報を選択する選択工程と
、前記選択された再生手順情報を用いて前記統合再生手順情報を生成する生成工程と、前
記生成された統合再生手順情報と、前記開始アドレス情報と、を前記記録媒体に記録する
記録工程と、を含む。
【００１５】
　上記の課題を解決するために、請求項１３に記載の発明は、統合再生手順情報と、当該
統合再生手順情報の開始アドレス情報と、少なくとも一つの第一記録情報片と、前記第一
記録情報片の再生手順を示す再生手順情報と、が記録されている記録媒体から記録情報を
再生する情報再生装置であって、前記統合再生手順情報は、前記第一記録情報片と、他の
前記記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情報片と、を連続して再生する
ための再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報は、当該記録
媒体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を含む情報再生方法において、
複数の情報記録媒体からいずれか一つの前記統合再生手順情報を選択する選択工程と、前
記選択された統合再生手順情報により示される少なくともいずれか一つの前記再生手順に
対応する再生手順情報を、複数の前記情報記録媒体のいずれか一つから取得する取得工程
と、前記取得した再生手順情報により示される少なくとも一つの再生手順に従って前記記
録情報を再生する再生工程と、を含む。
【００１６】
　上記の課題を解決するために、請求項１６に記載の発明は、統合再生手順情報と、当該
統合再生手順情報の開始アドレス情報と、を記録媒体に記録する情報記録装置であって、
前記記録媒体には、少なくとも一つの第一記録情報片が当該第一記録情報片の再生手順を
示す再生手順情報と共に記録され、前記統合再生手順情報は、前記第一記録情報片と、他
の記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情報片と、を連続して再生するた
めの再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報は、当該記録媒
体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を含む情報記録装置に含まれるコ
ンピュータを、前記統合再生手順情報を生成するために用いられる前記再生手順情報を選
択する選択手段、前記選択された再生手順情報を用いて前記統合再生手順情報を生成する
生成手段、及び、前記生成された統合再生手順情報と、前記開始アドレス情報と、を前記
記録媒体に記録する記録手段、として機能させる。
【００１７】
　上記の課題を解決するために、請求項１９に記載の発明は、統合再生手順情報と、当該
統合再生手順情報の開始アドレス情報と、少なくとも一つの第一記録情報片と、前記第一
記録情報片の再生手順を示す再生手順情報と、が記録されている記録媒体から記録情報を
再生する情報再生装置であって、前記統合再生手順情報は、前記第一記録情報片と、他の
前記記録媒体に記録されている少なくとも一つの第二記録情報片と、を連続して再生する
ための再生手順を示し、前記第一記録情報片を再生するための再生制御情報は、当該記録
媒体のみで当該第一記録情報片を再生するための制御情報を含む情報再生装置に含まれる
コンピュータを、複数の情報記録媒体からいずれか一つの前記統合再生手順情報を選択す
る選択手段、前記選択された統合再生手順情報により示される少なくともいずれか一つの
前記再生手順に対応する再生手順情報を、複数の前記情報記録媒体のいずれか一つから取
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得する取得手段、及び、前記取得した再生手順情報により示される少なくとも一つの再生
手順に従って前記記録情報を再生する再生手段、として機能させる。
【００６３】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について、図面に基づいて説明する。
【００６４】
なお、以下に説明する実施の形態は、オーディオ情報及びビデオ情報が別個に夫々に記録
されている情報記録媒体としての複数のＤＶＤから当該各情報を連続して再生するための
再生リストを生成し、これに基づいて各情報をその区別なく連続して再生する場合に対し
て本発明を適用した場合の実施の形態である。
【００６５】
（Ｉ）各記録規格の実施形態
先ず、本発明に係る実施形態について説明する前に、当該実施形態の前提となる上記オー
ディオ記録規格及び上記ビデオ記録規格における記録フォーマットについて、図１及び図
２を用いて説明する。
【００６６】
なお、当該オーディオ記録規格とビデオ記録規格とは、基本的な記録フォーマットは全く
同一であり、記録の対象となる情報の属性がオーディオ情報であるかビデオ情報であるか
が相違するのみであるので、以下の説明では、両者を共通的に説明する。
【００６７】
また、図１は各記録規格に準拠してオーディオ情報又はビデオ情報のいずれか一方（以下
、単に記録情報と称する。）が記録された後のＤＶＤにおける物理的な記録フォーマット
（具体的には、各記録情報のＤＶＤ内の記録位置等を示す物理フォーマット）を示す図で
あり、図２は当該ＤＶＤに記録されている記録情報の再生態様を制御するべく生成された
論理的な記録フォーマット（具体的には、再生の際における各情報の繋がり方及び当該繋
がり方をもって繋ぐべき各記録情報のＤＶＤ上の記録位置等を示す論理フォーマット）を
示す図である。
【００６８】
最初に各記録規格における物理フォーマットについて、図１を用いて説明する。
【００６９】
図１に示すように、各記録規格においては、ＤＶＤ１（具体的には、一回のみ書換可能な
ＤＶＤ－Ｒ（DVD‐Recordable）又は複数回の書き換えが可能なＤＶＤ－ＲＷ（DVD－Rere
cordable）等の記録可能なＤＶＤである。）内には、その内周側から、ＤＶＤ内の記録情
報の再生を開始するための制御情報である開始情報等が記録されているリードインエリア
ＬＩと、実際に再生されるべき記録情報及び当該記録情報の再生態様を制御するための再
生制御情報（具体的には、当該記録情報を構成する各情報の再生順序や再生時間、或いは
ＤＶＤ１上の記録位置等を示す再生制御情報）が記録されるデータエリアＤＡと、当該記
録情報の再生を終了させるための制御情報である終了情報等が記録されているリードアウ
トエリアＬＯと、が形成される。
【００７０】
次に、上記データエリアＤＡには、ファイルシステム情報エリアＦＳＡと、ナビゲーショ
ン情報エリアＮＡと、オブジェクト記録エリアＯＲＡと、が形成される。
【００７１】
このうち、オブジェクト記録エリアＯＲＡ内には、記録の対象となる記録情報そのもので
あるオブジェクト（Object。記録情報がオーディオ情報の場合はオーディオオブジェクト
（ＡＯＢ）となり記録情報がビデオ情報の場合はビデオオブジェクト（ＶＯＢ）となる。
）が複数個記録される。このとき、一度記録が開始された後それが終了するまでに記録さ
れる一連の記録情報が、その記録終了直後においては一のオブジェクトに対応することと
なる。換言すれば、連続した記録情報の記録が終了する度にオブジェクトが一つづつオブ
ジェクト記録エリアＯＲＡ内に形成されていくこととなる。
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【００７２】
なお、図１は、ｎ個のオブジェクトが夫々に番号が付された状態で第１オブジェクトＯＢ
Ｊ１乃至ＯＢＪｎとして記録されている状態を示している。
【００７３】
また、後述する論理フォーマットにおいては、一旦記録が開始されてからそれが終了する
までにＤＶＤ１に記録される一続きのオブジェクトをプログラム（ここで、プログラムと
はビデオ情報の場合の呼称であり、オーディオ情報の場合はトラックと呼称される。）と
称している。
【００７４】
次に、一のオブジェクトは、複数のオブジェクトユニット（Object　Unit。記録情報がオ
ーディオ情報の場合はオーディオオブジェクトユニット（ＡＯＢＵ）となり記録情報がビ
デオ情報の場合はビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）となる。）ＯＢＵにより構成
される。このとき、オブジェクトユニットＯＢＵは、記録時にオブジェクトを一定時間毎
（例えば、１秒毎）に区切って記録したものである。
【００７５】
なお、記録情報の記録時においては、このオブジェクトユニットＯＢＵが編集又は削除に
おける最小単位となる。
【００７６】
一方、データエリアＤＡ内のナビゲーション情報エリアＮＡ内には、後述するようにオブ
ジェクト記録エリアＯＲＡ内に記録されている記録情報の再生態様を制御するための再生
制御情報がナビゲーション情報として記録される。
【００７７】
そして、ファイルシステム情報エリアＦＳＡ内には、上記ナビゲーション情報をいわゆる
ファイル形式で階層構造によりナビゲーション情報エリアＮＡ内に格納するためのシステ
ム情報が記録される。
【００７８】
次に、ナビゲーション情報エリアＮＡ内のナビゲーション情報としては、ナビゲーション
総合情報ＮＴと、オブジェクトファイル情報テーブルＯＦＴと、オブジェクト記録シーケ
ンス情報ＯＳＩと、設定再生シーケンス情報ＵＤＩと、他のナビゲーション情報ＥＴと、
が記録される。
【００７９】
このうち、ナビゲーション総合情報ＮＴは、ナビゲーション情報エリアＮＡ内の各シーケ
ンス情報又は情報テーブルの当該ナビゲーション情報エリアＮＡ内における格納位置（記
録位置）及びオブジェクト記録エリアＯＲＡの記録開始位置等を管理するＤＶＤ１の総合
情報としてのナビゲーション情報管理情報（いわゆるGeneral　Information（ＧＩ））Ｎ
Ｍと、設定再生シーケンス情報ＵＤＩ内に格納されているナビゲーション情報と後述する
再生リスト（各記録規格上は、プレイリスト（Play　List（ＰＬ））と称されている。）
との対応関係を示す再生リストポインタテーブルＰＬＴと、により構成されている。
【００８０】
次に、オブジェクトファイル情報テーブルＯＦＴは、オブジェクト記録エリアＯＲＡに記
録されるオブジェクトの種類（実施形態の場合はオーディオオブジェクト又はビデオオブ
ジェクトのいずれか一方であることとなる。）及び当該種類に関連する属性情報等である
オブジェクトファイル属性情報ＯＦＺと、各オブジェクトの再生開始時刻及び再生終了時
刻（すなわち、第１オブジェクトＯＢＪ１の先頭を起算点とした各オブジェクトの再生開
始時刻及び再生終了時刻）並びにそれに関連する情報等であるオブジェクトファイル情報
ＯＦＩと、により構成される。
【００８１】
更に、オブジェクトファイル情報ＯＦＩは、現在ＤＶＤ１上に記録されている一又は複数
の上記オブジェクトに関する諸情報が記録されており、具体的には、当該オブジェクトの
ＤＶＤ１上における現時点での総数等が含まれているオブジェクトファイル総合情報ＯＦ
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Ｇと、後述する再生処理等において検索（再生）目標とすべき各オブジェクトの先頭のア
ドレス情報が記述されているｌ個（ｌは現在ＤＶＤ１に記録されているオブジェクトの数
）のオブジェクトサーチポインタＯＢＳと、各オブジェクトの先頭のＤＶＤ１上の記録位
置を示すアドレス情報等が記述されているｌ個の（すなわち、オブジェクトサーチポイン
タＯＢＳの数と同数の）オブジェクト情報ＯＢと、により構成されている。
【００８２】
更にまた、各オブジェクト情報ＯＢは、各オブジェクトの再生開始時刻及び再生終了時刻
並びにそれに関連する情報であるオブジェクト一般情報ＯＩと、各オブジェクトを構成す
るオブジェクトユニットＯＢＵの再生時間、記録開始アドレス又はその大きさ等の情報で
あるオブジェクトユニット情報ＵＩと、により構成される。
【００８３】
次に、オブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩは、各記録規格上はオリジナルプログラム
チェイン（Original　Program　Chain（ORG－PGC））と称されており、各オブジェクトの
記録シーケンス（すなわち、その記録当初において、どのような順序でどのような記録情
報が対応するオブジェクトとしてＤＶＤ１に記縁されたか）を纏めて示す情報である。
【００８４】
なお、上述したオブジェクトファイル情報テーブルＯＦＴ及びオブジェクト記録シーケン
ス情報ＯＳＩは、共に新たなオブジェクトがＤＶＤ１に記録される度に新たに生成・更新
されて記録されるものである。これらの情報により、使用者は、各オブジェクトが記録さ
れたときと全く同じ順序及び再生時間によりそれらを再生できることとなる。
【００８５】
一方、設定再生シーケンス情報ＵＤＩは、各記録規格上はユーザ定義プログラムチェイン
（User　Defined　Program　Chain（UD－PGC））と称されており、各オブジェクトの記録
後に、当該記録済みのオブジェクト夫々の全部又は一部を相互に自由に独自の組み合わせ
で組合せて論理的に再生するために使用者が一又は複数生成して記録する再生手順情報で
あり、当該使用者が新たに設定する毎に番号が付されて記録される再生手順情報である。
このとき、当該一のユーザ定義プログラムチェインが上記した一の再生リストに対応付け
られることとなる。
【００８６】
更に、他のナビゲーション情報ＥＴは、上述した各ナビゲーション情報以外に再生制御に
必要な情報により構成されている。
【００８７】
次に、ナビゲーション情報管理情報ＮＭとしては、ＤＶＤ１自体を他のＤＶＤから区別し
て識別するための文字情報が含まれているディスク識別情報ＤＩＤと、当該ナビゲーショ
ン情報管理情報ＮＭとして必要な他の情報である他情報ＥＮＭと、により構成されている
。
【００８８】
なお、ディスク識別情報ＤＩＤは、各記録規格上は任意に含ませるべき情報とされており
、従って、そのための記録領域は全てのＤＶＤ１に形成されているものの、実際にディス
ク識別情報ＤＩＤがそこに常に記録されているとは限らない。
【００８９】
他方、再生リストポインタテーブルＰＬＴとしては、現在ＤＶＤ１上に記録されている一
又は複数の上記設定再生シーケンス情報ＵＤＩの番号と使用者が設定した再生リストの番
号との対応関係を示すポインタ情報が記録されており、具体的には、当該ポインタ情報の
ＤＶＤ１上における現時点での総数及び再生リストポインタテーブルＰＬＴが記録されて
いるＤＶＤ１上の領域の最終アドレス等が含まれている再生リスト総合情報ＰＬＧと、上
記設定再生シーケンス情報ＵＤＩのうち使用者が設定した第１番目から第ｍ番目の再生リ
ストに夫々対応づけられる当該設定再生シーケンス情報ＵＤＩの番号を示す第１再生リス
トポインタＰＬＴ１乃至第ｍ再生リストポインタＰＬＴｍと、により構成されている。
【００９０】
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次に、上述した物理フォーマットを有してＤＶＤ１に記録されている記録情報を再生する
際の再生態様（すなわち、その再生順序又は当該記録情報のうち再生の対象となる記録情
報の範囲）を論理的に制御するための論理フォーマットについて、図２を用いて説明する
。
【００９１】
なお、図２は当該論理フォーマットを階層的に示すものであるが、ＤＶＤ１上の記録情報
は物理的にはあくまで図１に示す態様で記録されているのであり、当該論理フォーマット
は、上述したように再生すべき記録情報の範囲及び再生順序を階層構造により上記各ナビ
ゲーション情報を用いて記述した結果得られるものである。
【００９２】
最初に、上記オブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩの論理フォーマットについて説明す
る。
【００９３】
当該オブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩは上述したように各オブジェクトの記録シー
ケンスを示す情報であるが、当該オブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩに基づいてオブ
ジェクトを再生する場合には、使用者は、記録した順番にそれらを再生することのみ許容
されることとなり、再生態様は一通りのみとなる。
【００９４】
すなわち、図２に示す場合には、第１プログラム（上述したように、プログラムとは、一
旦記録が開始されてからそれが終了するまでにＤＶＤ１に記録される一続きのオブジェク
トに相当する。）ＰＧ１が第２プログラムＰＧ２よりも先に記録されていることとなるが
、この場合にオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩとして設定され得る再生順序は第１
プログラムＰＧ１→第２プログラムＰＧ２という順番のみとなる。
【００９５】
次に、一のプログラムＰＧは、一又は複数のセルＣＬにより論理上構成される。ここで、
当該セルＣＬとは一のプログラムＰＧの全部又は一部であり、一のセルＣＬの中では、記
録情報は連続すべきことが規格化されている。換言すれば、一のプログラムＰＧは、一つ
以上のセルＣＬから構成されることとなる。
【００９６】
ここで、例えば、一時間の放送番粗をＤＶＤ１にオブジェクトとして記録したとすると、
そのままの状態では図２における第２プログラムＰＧ２と第３セルＣＬ３の如く一のプロ
グラムＰＧが一のセルＣＬのみから構成されることとなる。
【００９７】
一方、当該記録後に、形成された一のプログラムＰＧの一部を再生不能として当該一部の
前後で当該プログラムＰＧを分割するようにオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩを設
定した場合（例えば、当該放送番組中におけるコマーシャルの期間に相当するオブジェク
トを削除して再生不能とする場合等）、現在の各記録規格上は、セルＣＬのみをその再生
不能とする部分の前後で分割するようにすることのみが規格化されている（図２における
第１プログラムＰＧ１並びに第１セルＣＬ１及び第２セルＣＬ２参照。）。
【００９８】
次に、論理上構成される各セルＣＬと物理的に形成されている各オブジェクトとの関係に
ついては、図２に示すように、通常は、一のセルＣＬが一のオブジェクトに対応づけられ
ている。従って、例えば、一のセルＣＬをオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩ上で削
除したとすると、対応するオブジェクトも再生不能となってしまうこととなる。
【００９９】
次に、上記設定再生シーケンス情報ＵＤＩの論理フォーマットについて説明する。
【０１００】
上述したように、設定再生シーケンス情報ＵＤＩ（ユーザ定義プログラムチェイン）は、
各記録規格上、再生リストとも称され、使用者が任意に複数のオブジェクトの一部又はそ
の全部を任意の順序で再生するために当該使用者により設定・記録されるものである。
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【０１０１】
このとき、設定再生シーケンス情報ＵＤＩにおいては上記したプログラムＰＧは存在せず
、更に、設定再生シーケンス情報ＵＤＩを複数個設定することも可能とされる。
【０１０２】
次に、一の設定再生シーケンス情報ＵＤＩは、図２に示すように一又は複数の定義セル（
論理セルと称されることもある。）ＵＤにより論理上構成される。このとき、一の定義セ
ルＵＤは、使用者が任意に設定した再生区間（各オブジェクトの一部分としての再生区間
）及び各再生区間の再生順序を論理上示す情報であり、各オブジェクトを参照しつつ再生
を行うように設定されるものである。これは元のオブジェクトはできるだけ変更すること
なく複数通りの再生態様を実現するための規格上の工夫である。
【０１０３】
より具体的には、図２に示すように、例えば、第１オブジェクトＯＢＪ１の一部を再生区
間として指定する第１定義セルＵＤ１と、第２オブジェクトＯＢＪ２の一部を再生区間と
して指定する第２定義セルＵＤ２と、第３オブジェクトＯＢＪ３内の異なる一部を夫々再
生区間として指定する第３定義セルＵＤ３及び第４定義セルＵＤ４と、を論理上設定し、
これらを第１定義セルＵＤ１→第２定義セルＵＤ２→第３定義セルＵＤ３→第４定義セル
ＵＤ４の順番で再生するように定義することで、一の設定再生シーケンス情報ＵＤＩが構
成されることとなる。
【０１０４】
また、一のオブジェクトに対して二以上の定義セルＵＤが設定された場合に、複数の定義
セルＵＤでオブジェクトの一部を共通的に使用する場合もある。
【０１０５】
次に、上述した各ナビゲーション情報のうち、再生時に主として用いられる場合がある上
記オブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩの具体的な内容について、図３を用いて例示し
つつ説明する。
【０１０６】
なお、図３は、図２に示す論理フォーマット上、第１プログラム乃至第５プログラムの五
つのプログラムがこの順で再生されるように（換言すれば、この順で各プログラムがＤＶ
Ｄ１に記録されたこととなる。）記述されているオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩ
を例示するものである。
【０１０７】
上記した例の場合には、図３に示すように、オブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩには
、ＤＶＤ１に記録されているプログラムＰＧの総数が記述されているプログラム総数２０
Ａ（その値は「５」である。）及び対応する後述のセル情報サーチポインタの総数が記述
されているセル情報サーチポインタ総数２０Ｂ（その値は「５」である。）を含むプログ
ラムチェイン一般情報２０と、第１プログラム内に含まれるセルＣＬの総数が記述されて
いる第１プログラム情報２１と、第２プログラム内に含まれるセルＣＬの総数が記述され
ている第２プログラム情報２２と、第３プログラム内に含まれるセルＣＬの総数が記述さ
れている第３プログラム情報２３と、第４プログラム内に含まれるセルＣＬの総数が記述
されている第４プログラム情報２４と、第５プログラム内に含まれるセルＣＬの総数が記
述されている第５プログラム情報２５と、後述する第１セル情報３１が記述されているＤ
ＶＤ１上の記録位置が記述されている第１セル情報サーチポインタ２６と、後述する第２
セル情報３２が記述されているＤＶＤ１上の記録位置が記述されている第２セル情報サー
チポインタ２７と、後述する第３セル情報３３が記述されているＤＶＤ１上の記録位置が
記述されている第３セル情報サーチポインタ２８と、後述する第４セル情報３４が記述さ
れているＤＶＤ１上の記録位置が記述されている第４セル情報サーチポインタ２９と、後
述する第５セル情報３５が記述されているＤＶＤ１上の記録位置が記述されている第５セ
ル情報サーチポインタ３０と、第１プログラムに相当する第１セルの再生開始時刻が記述
されている第１セル開始時刻情報３１Ａ及び当該第１セルの再生終了時刻が記述されてい
る第１セル終了時刻情報３１Ｂを含む上記第１セル情報３１と、第２プログラムに相当す
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る第２セルの再生開始時刻が記述されている第２セル開始時刻情報３２Ａ及び当該第２セ
ルの再生終了時刻が記述されている第２セル終了時刻情報３２Ｂを含む上記第２セル情報
３２と、第３プログラムに相当する第３セルの再生開始時刻が記述されている第３セル開
始時刻情報３３Ａ及び当該第３セの再生終了時刻が記述されている第３セル終了時刻情報
３３Ｂを含む上記第３セル情報３３と、第４プログラムに相当する第４セルの再生開始時
刻が記述されている第４セル開始時刻情報３４Ａ及び当該第４セルの再生終了時刻が記述
されている第４セル終了時刻情報３４Ｂを含む上記第４セル情報３４と、第５プログラム
に相当する第５セルの再生開始時刻が記述されている第５セル開始時刻情報３５Ａ及び当
該第５セルの再生終了時刻が記述されている第５セル終了時刻情報３５Ｂを含む上記第５
セル情報３５と、が含まれている。
【０１０８】
次に、図３に示した内容を有するオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩに対応して形成
されているオブジェクト情報ＯＢについて、図４を用いて例示しつつ説明する。
【０１０９】
なお、当該オブジェクト情報ＯＢの内容は、各オブジェクトの再生時において参照される
ものである。
【０１１０】
また、図４は、図３に示すオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩに対応するオブジェク
ト情報ＯＢの内容を、図３と同様の論理フォーマットの場合を例として説明する図である
。
【０１１１】
図４に示すように、図３に示されるオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩに対応するオ
ブジェクト情報ＯＢには、上記第１プログラムに対応する第１オブジェクトの再生開始時
刻情報４０Ａ及び当該第１オブジェクトの再生終了時刻情報４０Ｂ、当該第１オブジェク
トの再生に必要なその他の情報を含む他情報４０Ｃ並びに予備領域４０Ｄにより構成され
る第１オブジェクト一般情報４０と、当該第１オブジェクトに対応する上記オブジェクト
ユニット情報ＵＩであるオブジェクトユニット情報４１と、上記第２プログラムに対応す
る第２オブジェクトの再生開始時刻情報４２Ａ及び当該第２オブジェクトの再生終了時刻
情報４２Ｂ、当該第２オブジェクトの再生に必要なその他の情報を含む他情報４２Ｃ並び
に予備領域４２Ｄにより構成される第２オブジェクト一般情報４２と、当該第２オブジェ
クトに対応する上記オブジェクトユニット情報ＵＩであるオブジェクトユニット情報４３
と、上記第３プログラムに対応する第３オブジェクトの再生開始時刻情報４４Ａ及び当該
第３オブジェクトの再生終了時刻情報４４Ｂ、当該第３オブジェクトの再生に必要なその
他の情報を含む他情報４４Ｃ並びに予備領域４４Ｄにより構成される第３オブジェクト一
般情報４４と、当該第３オブジェクトに対応する上記オブジェクトユニット情報ＵＩであ
るオブジェクトユニット情報４５と、上記第４プログラムに対応する第４オブジェクトの
再生開始時刻情報４６Ａ及び当該第４オブジェクトの再生終了時刻情報４６Ｂ、当該第４
オブジェクトの再生に必要なその他の情報を含む他情報４６Ｃ並びに予備領域４６Ｄによ
り構成される第４オブジェクト一般情報４６と、当該第４オブジェクトに対応する上記オ
ブジェクトユニット情報ＵＩであるオブジェクトユニット情報４７と、上記第５プログラ
ムに対応する第５オブジェクトの再生開始時刻情報４８Ａ及び当該第５オブジェクトの再
生終了時刻情報４８Ｂ、当該第５オブジェクトの再生に必要なその他の情報を含む他情報
４８Ｃ並びに予備領域４８Ｄにより構成される第５オブジェクト一般情報４８と、当該第
５オブジェクトに対応する上記オブジェクトユニット情報ＵＩであるオブジェクトユニッ
ト情報４９と、が含まれている。
【０１１２】
（II）統合再生リスト記録規格の実施形態
次に、上述した各記録規格を前提として策定されると共に、複数のＤＶＤ１に渡って記録
されている複数の記録情報を連続して再生するための本発明に係る統合再生リストを含む
記録フォーマットについて、図５乃至図９を用いて説明する。
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【０１１３】
なお、図５は当該統合再生リストが記録された後のＤＶＤにおける物理的な記録フォーマ
ット（具体的には、各記録情報のＤＶＤ内の記録位置等を示す物理フォーマット）を示す
図であり、図６は例として二枚のＤＶＤ（図５に示すＤＶＤ１’とは夫々別個のＤＶＤ）
に別個に記録されているオーディオ情報及びビデオ情報の再生態様を制御するべく夫々の
ＤＶＤ上において生成されている論理フォーマットの一例を示す図であり、図７は当該例
の場合にビデオ情報のみが記録されているＤＶＤ上において設定されている上記設定再生
シーケンス情報ＵＤＩの例を示す図であり、図８は当該例の場合にオーディオ情報のみが
記録されているＤＶＤ上において設定されている上記設定再生シーケンス情報ＵＤＩの例
を示す図であり、図９は当該例の場合に当該二枚のＤＶＤに渡って記録されているビデオ
情報及びオーディオ情報を交えて設定される本発明に係る統合再生リストを含む後述する
統合再生リスト総合情報及び各統合再生リストの例を示す図である。
【０１１４】
ここで、統合再生手順情報としての統合再生リストとは、オーディオ情報とビデオ情報と
が別個に二枚のＤＶＤ内に夫々記録されている場合に、それらの一部又は全部同士を当該
二枚のＤＶＤに渡って組合せて連続して再生するために設定される上記再生リストである
。
【０１１５】
図５に示すように、実施形態の統合再生リスト記録規格においては、ＤＶＤ１’内には、
その内周側から、図１に示す場合と同様のリードインエリアＬＩ、データエリアＤＡ及び
リードアウトエリアＬＯが夫々形成される。
【０１１６】
次に、上記データエリアＤＡには、図１に示す場合と同様のファイルシステム情報エリア
ＦＳＡと、二枚のＤＶＤ内に記録されている記録情報に関する実施形態の統合再生リスト
を含む統合ナビゲーション情報エリアＧＮＡと、ＤＶＤ１’に記録されているビデオ情報
のみに関する図１に示すナビゲーション情報エリアＮＡであるビデオナビゲーション情報
エリアＶＮＡと、ＤＶＤ１’に記録されているオーディオ情報のみに関する図１に示すナ
ビゲーション情報エリアＮＡであるオーディオナビゲーション情報エリアＡＮＡと、図１
に示すオブジェクト記録エリアＯＲＡと同様な形態でビデオ情報のみを含むオブジェクト
が複数個記録されているビデオオブジェクト記録エリアＶＯＲと、当該オブジェクト記録
エリアＯＲＡと同様な形態でオーディオ情報のみを含むオブジェクトが複数個記録されて
いるオーディオオブジェクト記録エリアＡＯＲと、が形成される。
【０１１７】
一方、上記統合ナビゲーション情報エリアＧＮＡ内には、統合ナビゲーション情報管理情
報ＧＧＭと、統合再生リストポインタテーブルＧＰＴと、がナビゲーション情報として記
録される。
【０１１８】
このうち、統合ナビゲーション情報管理情報ＧＧＭは、統合ナビゲーション情報エリアＧ
ＮＡ内の各シーケンス情報又は情報テーブルの当該統合ナビゲーション情報エリアＧＮＡ
内における格納位置（記録位置）等を管理するＤＶＤ１’の総合情報としての統合ナビゲ
ーション情報管理情報（図１に示すナビゲーション情報管理情報ＮＭと同様の管理情報）
である。
【０１１９】
また、統合再生リストポインタテーブルＧＰＴには、ビデオナビゲーション情報エリアＶ
ＮＡ又はオーディオナビゲーション情報エリアＡＮＡ内に格納されている再生リスト並び
に他のＤＶＤに記録されている再生リストとの対応関係を示す情報等が格納されている。
【０１２０】
より具体的には、統合再生リストポインタテーブルＧＰＴ内には、統合再生リスト総合情
報ＧＧＩと、複数（ｘ個）の統合再生リストＧＬ１乃至ＧＬｘと、ディスク識別情報テー
ブルＤＩＴと、が含まれている。
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【０１２１】
更に、統合再生リスト総合情報ＧＧＩ内には統合再生リストについての総合的な情報が格
納されており、具体的には、後ほど例示するように、統合再生リスト総数ＧＰＴと、統合
再生リストポインタテーブル終了アドレスＧＥＡと、各統合再生リストが記録されている
ＤＶＤ１’上の領域の開始アドレスであるｘ個（すなわち、統合再生リストＧＬの数と同
数）の第１統合再生リスト開始アドレスＧＰＴ１乃至第ｘ統合再生リスト開始アドレスＧ
ＰＴｘと、が含まれている。
【０１２２】
更にまた、各統合再生リストＧＬとしては、後ほど例示するように、夫々に、一の統合再
生リストＧＬ内に含まれている再生リストの数である再生リスト総数ＧＮと、一の統合再
生リストＧＬ内に含まれる各再生リスト（ビデオナビゲーション情報エリアＶＮＡ内に格
納されているビデオ情報についての再生リスト又はオーディオナビゲーション情報エリア
ＡＮＡ内に格納されているオーディオ情報についての再生リストのいずれか一方並びに他
のＤＶＤに記録されている再生リスト）である複数（ｙ個）の再生リストＰＴ１乃至ＰＴ
ｙと、が含まれている。
【０１２３】
更に、各再生リストＰＴ内には、統合再生リストＧＬに含まれるべき各再生リストを示す
指示情報が格納されており、具体的には、後ほど例示するように、夫々にディスク識別情
報ポインタＲＢと、識別情報ＩＤと、該当する再生リストの番号である再生リスト番号Ｇ
ＰＮと、が含まれている。
【０１２４】
一方、ディスク識別情報テーブルＤＩＴには、実施形態の統合再生リストを用いて再生さ
れるべき記録情報が夫々に記録されている複数のＤＶＤ（本例の場合は二枚のＤＶＤ）を
識別するためのディスク識別情報がテーブル化されて記録されている。
【０１２５】
次に、上述した統合再生リストポインタテーブルＧＰＴに含まれている各情報及びビデオ
情報についての再生リストに含まれるべき各情報並びにオーディオ情報についての再生リ
ストに含まれるべき各情報について、夫々図６に示す例を用いて図７乃至図９を用いて例
示しつつ具体的に説明する。
【０１２６】
なお、図６は、再生すべき記録情報が別個に記録されている各ＤＶＤにおける図１に示す
データエリアＤＡ内に夫々格納されている各オブジェクトについての論理フォーマットの
具体的一例である。
【０１２７】
先ず、図６（ａ）に示す例について説明すると、当該例に示す論理フォーマットによりビ
デオ情報が記録されているＤＶＤにおいては、図１に示すオブジェクト記録エリアＯＲＡ
に対応するビデオオブジェクト記録エリアＶＯＲ内には第１乃至第５のビデオオブジェク
トＶＯＢ１乃至ＶＯＢ５が、この順で記録されている。
【０１２８】
このとき、当該ＤＶＤにおけるオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩ上の各オブジェク
トの再生時間情報（すなわち、図６に示す各オブジェクトが記録されたときの記録時間情
報に相当する再生時間情報）としては、第１ビデオオブジェクトＶＯＢ１が「０時０分０
秒」から「０時１５分０秒」までの間に再生されるべきとされており、第２ビデオオブジ
ェクトＶＯＢ２が「０時１５分０秒」から「０時３０分０秒」までの間に再生されるべき
とされている。換言すれば、ビデオ情報に関するオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩ
上では第１ビデオオブジェクトＶＯＢ１と第２ビデオオブジェクトＶＯＢ２とはこの順で
連続して再生時間３０分で再生されるべきとされていることとなる。
【０１２９】
また、他のビデオオブジェクトＶＯＢについては、同様に第３ビデオオブジェクトＶＯＢ
３が「０時０分０秒」から「０時２０分０秒」までの間に再生されるべきとされており、
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第４ビデオオブジェクトＶＯＢ４が「０時２０分０秒」から「０時３０分０秒」までの間
に再生されるべきとされており、第５ビデオオブジェクトＶＯＢ５が「０時３０分０秒」
から「０時４０分０秒」までの間に再生されるべきとされている。換言すれば、ビデオ情
報に関するオブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩでは第３ビデオオブジェクトＶＯＢ３
乃至第５ビデオオブジェクトＶＯＢ５はこの順で連続して再生時間４０分で再生されるべ
きとされていることとなる。
【０１３０】
他方、図６（ａ）に示す各オブジェクトには、夫々に一対一に対応するように、ビデオ情
報についての第１セルＶＣ１乃至第５セルＶＣ５が設定されている（図２参照）。
【０１３１】
次に、図６（ｂ）に示す例について説明すると、当該例に示す論理フォーマットによりオ
ーディオ情報が記録されているＤＶＤにおいては、図１に示すオブジェクト記録エリアＰ
ＲＡに対応するオーディオオブジェクト記録エリアＡＯＲ内に記録されているオーディオ
オブジェクトＡＯＢについては、同様に、第１オーディオオブジェクトＡＯＢ１が「０時
０分０秒」から「０時１０分０秒」までの間に再生されるべきとされており、第２オーデ
ィオオブジェクトＡＯＢ２が「０時１０分０秒」から「０時２０分０秒」までの間に再生
されるべきとされている。
【０１３２】
換言すれば、当該ＤＶＤにおけるオーディオ情報に関するオブジェクト記録シーケンス情
報ＯＳＩ上では第１オーディオオブジェクトＡＯＢ１及び第２オーディオオブジェクトＡ
ＯＢ２はこの順で連続して再生時間２０分で再生されるべきとされていることとなる。
【０１３３】
更に、他のオーディオオブジェクトＡＯＢについては、同様に第３オーディオオブジェク
トＡＯＢ３が「０時０分０秒」から「０時１５分０秒」までの間に再生されるべきとされ
ており、第４オーディオオブジェクトＡＯＢ４が「０時１５分０秒」から「０時２５分０
秒」までの間に再生されるべきとされており、第５オーディオオブジェクトＡＯＢ５が「
０時２５分０秒」から「０時３０分０秒」までの間に再生されるべきとされている。
【０１３４】
換言すれば、当該ＤＶＤにおけるオーディオ情報に関するオブジェクト記録シーケンス情
報ＯＳＩ上では第３オーディオオブジェクトＡＯＢ３乃至第５オーディオオブジェクトＡ
ＯＢ５はこの順で連続して再生時間３０分で再生されるべきとされていることとなる。
【０１３５】
他方、図６（ｂ）に示す各オブジェクトには、夫々に一対一に対応するように、オーディ
オ情報についての第１セルＡＣ１乃至ＡＣ５が設定されている（図２参照）。
【０１３６】
次に、図６に夫々示す例に沿って、具体的に各再生リスト及び統合再生リストについて説
明する。
【０１３７】
先ず、一のＤＶＤ（以下、ビデオ情報が記録されている当該一のＤＶＤを第１ＤＶＤと称
する。）上に記録されているビデオ情報についての再生リストに含まれるべき各情報の例
について、図７を用いて説明する。
【０１３８】
なお、図７は、図６（ａ）に示す例において、ビデオ情報についての再生リストとして、
上記第１ビデオオブジェクトＶＯＢ１の一部又は全部、第３ビデオオブジェクトＶＯＢ３
の一部又は全部及び第５ビデオオブジェクトＶＯＢ５の一部又は全部をこの順で再生する
ように形成された第１再生リストと、上記第４ビデオオブジェクトＶＯＢ４の一部又は全
部のみを再生するように形成された第２再生リストとが含まれている設定再生シーケンス
情報ＵＤＩについて説明するものである。
【０１３９】
図７に示すように、第１ＤＶＤ上のビデオ情報についての上記内容を有する設定再生シー
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ケンス情報ＵＤＩは、当該設定再生シーケンス情報ＵＤＩ全体に関わる情報が記述されて
いる設定再生シーケンス情報テーブル一般情報５０と、上記第１再生リストに相当する第
１設定再生シーケンス情報５３の第１ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第１設定再生シーケ
ンス情報開始アドレス情報５１と、上記第２再生リストに相当する第２設定再生シーケン
ス情報５４の第１ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第２設定再生シーケンス情報開始アドレ
ス情報５２と、第１再生リストに相当する第１設定再生シーケンス情報５３と、第２再生
リストに相当する第２設定再生シーケンス情報５４と、により構成されている。
【０１４０】
次に、設定再生シーケンス情報テーブル一般情報５０は、当該設定再生シーケンス情報Ｕ
ＤＩに含まれる設定再生シーケンス情報の総数である設定再生シーケンス情報総数５０Ａ
（その値は、「２」である。）と、設定再生シーケンス情報ＵＤＩのＤＶＤ１上の記録終
了位置を示す設定再生シーケンス情報テーブル終了アドレス情報５０Ｂと、により構成さ
れている。
【０１４１】
更に、第１設定再生シーケンス情報５３は、当該第１設定再生シーケンス情報５３に含ま
れるセル（上記定義セル。以下、図７及び図８において同様。）の総数を示す第１設定再
生シーケンス情報内セル総数５３Ａ（その値は、「３」である。）と、第１設定再生シー
ケンス情報５３に含まれる第１セルの情報である第１セル情報５３Ｅの第１ＤＶＤ上の記
録開始位置を示す第１セル開始アドレス情報５３Ｂと、同じく第２セルの情報である第２
セル情報５３Ｆの第１ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第２セル開始アドレス情報５３Ｃと
、同じく第３セルの情報である第３セル情報５３Ｇの第１ＤＶＤ上の記録開始位置を示す
第３セル開始アドレス情報５３Ｄと、第１セルを構成するビデオオブジェクトＶＯＢの内
容を示す第１セル情報５３Ｅと、第２セルを構成するビデオオブジェクトＶＯＢの内容を
示す第２セル情報５３Ｆと、第３セルを構成するビデオオブジェクトＶＯＢの内容を示す
第３セル情報５３Ｇと、により構成されている。
【０１４２】
更にまた、第１セル情報５３Ｅは、当該第１セルを構成するビデオオブジェクトＶＯＢの
番号を示すオブジェクト番号Ｅ１（その値は、第１ビデオオブジェクトＶＯＢ１を示す値
である。）と、当該第１セルとして定義付けられる第１ビデオオブジェクトＶＯＢ１内の
ビデオ情報の再生開始時刻を示す第１セル再生開始時刻情報Ｅ２（その値は、例えば「０
時０分０秒」とされる。）と、当該ビデオ情報の再生終了時刻を示す第１セル再生終了時
刻情報Ｅ３（その値は、例えば「０時１４分２９秒」とされる。）と、により構成されて
いる。
【０１４３】
次に、第２セル情報５３Ｆは、当該第２セルを構成するビデオオブジェクトＶＯＢの番号
を示すオブジェクト番号Ｆ１（その値は、第３ビデオオブジェクトＶＯＢ３を示す値であ
る。）と、当該第２セルとして定義付けられる第３ビデオオブジェクトＶＯＢ３内のビデ
オ情報の再生開始時刻を示す第２セル再生開始時刻情報Ｆ２（その値は、例えば「０時０
分０秒」とされる。）と、当該ビデオ情報の再生終了時刻を示す第２セル再生終了時刻情
報Ｆ３（その値は、例えば「０時１９分２９秒」とされる。）と、により構成されている
。
【０１４４】
更にまた、第３セル情報５３Ｇは、当該第３セルを構成するビデオオブジェクトＶＯＢの
番号を示すオブジェクト番号Ｇ１（その値は、第５ビデオオブジェクトＶＯＢ５を示す値
である。）と、当該第３セルとして定義付けられる第５ビデオオブジェクトＶＯＢ５内の
ビデオ情報の再生開始時刻を示す第３セル再生開始時刻情報Ｇ２（その値は、例えば「０
時３０分０秒」とされる。）と、当該ビデオ情報の再生終了時刻を示す第３セル再生終了
時刻情報Ｆ３（その値は、例えば「０時３９分２９秒」とされる。）と、により構成され
ている。
【０１４５】
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次に、第２設定再生シーケンス情報５４は、当該第２設定再生シーケンス情報５４に含ま
れるセルの総数を示す第２設定再生シーケンス情報内セル総数５４Ａ（その値は、「１」
である。）と、第２設定再生シーケンス情報５４に含まれる第１セルの情報である第１セ
ル情報５４Ｃの第１ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第１セル開始アドレス情報５４Ｂと、
第１セルを構成するビデオオブジェクトＶＯＢの内容を示す第１セル情報５４Ｃと、によ
り構成されている。
【０１４６】
また、第１セル情報５４Ｃは、当該第１セルを構成するビデオオブジェクトＶＯＢの番号
を示すオブジェクト番号Ｃ１（その値は、第４ビデオオブジェクトＶＯＢ４を示す値であ
る。）と、当該第１セルとして定義付けられる第４ビデオオブジェクトＶＯＢ４内のビデ
オ情報の再生開始時刻を示す第１セル再生開始時刻情報Ｃ２（その値は、例えば「０時２
０分０秒」とされる。）と、当該ビデオ情報の再生終了時刻を示す第１セル再生終了時刻
情報Ｃ３（その値は、例えば「０時２９分２９秒」とされる。）と、により構成されてい
る。
【０１４７】
次に、他のＤＶＤ（以下、オーディオ情報が記録されている当該他のＤＶＤを第２ＤＶＤ
と称する。）上に記録されているオーディオ情報についての再生リストに含まれるべき各
情報の例について、図８を用いて説明する。
【０１４８】
なお、図８は、図６（ｂ）に示す例において、オーディオ情報についての再生リストとし
て、上記第３オーディオオブジェクトＡＯＢ３の一部又は全部と第１オーディオオブジェ
クトＡＯＢ１の一部又は全部とをこの順で再生するように形成された第１再生リストと、
第２オーディオオブジェクトＡＯＢ２の一部又は全部のみを再生するように形成された第
２再生リストと、上記第３オーディオオブジェクトＡＯＢ３の一部又は全部と第５オーデ
ィオオブジェクトＡＯＢ５の一部又は全部とをこの順で再生するように形成された第３再
生リストと、が含まれている設定再生シーケンス情報ＵＤＩについて説明するものである
。
【０１４９】
図８に示すように、上記内容を有するオーディオ情報についての設定再生シーケンス情報
ＵＤＩは、当該設定再生シーケンス情報ＵＤＩ全体に関わる情報が記述されている設定再
生シーケンス情報テーブル一般情報５５と、上記第１再生リストに相当する第１設定再生
シーケンス情報５９の第２ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第１設定再生シーケンス情報開
始アドレス情報５６と、上記第２再生リストに相当する第２設定再生シーケンス情報６０
の第２ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第２設定再生シーケンス情報開始アドレス情報５７
と、上記第３再生リストに相当する第３設定再生シーケンス情報６１の第２ＤＶＤ上の記
録開始位置を示す第３設定再生シーケンス情報開始アドレス情報５８と、第１再生リスト
に相当する第１設定再生シーケンス情報５９と、第２再生リストに相当する第２設定再生
シーケンス情報６０と、第３再生リストに相当する第３設定再生シーケンス情報６１とに
より構成されている。
【０１５０】
次に、設定再生シーケンス情報テーブル一般情報５５は、当該設定再生シーケンス情報Ｕ
ＤＩに含まれる設定再生シーケンス情報の総数である設定再生シーケンス情報総数５５Ａ
（その値は、「３」である。）と、設定再生シーケンス情報ＵＤＩのＤＶＤ１上の記録終
了位置を示す設定再生シーケンス情報テーブル終了アドレス情報５５Ｂと、により構成さ
れている。
【０１５１】
更に、第１設定再生シーケンス情報５９は、当該第１設定再生シーケンス情報５９に含ま
れるセルの総数を示す第１設定再生シーケンス情報内セル総数５９Ａ（その値は、「２」
である。）と、第１設定再生シーケンス情報５９に含まれる第１セルの情報である第１セ
ル情報５９Ｄの第２ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第１セル開始アドレス情報５９Ｂと、
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同じく第２セルの情報である第２セル情報５９Ｅの第２ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第
２セル開始アドレス情報５９Ｃと、第１セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯＢの
内容を示す第１セル情報５９Ｄと、第２セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯＢの
内容を示す第２セル情報５９Ｅと、により構成されている。
【０１５２】
更にまた、第１セル情報５９Ｄは、当該第１セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯ
Ｂの番号を示すオブジェクト番号５９Ｄ１（その値は、第３オーディオオブジェクトＡＯ
Ｂ３を示す値である。）と、当該第１セルとして定義付けられる第３オーディオオブジェ
クトＡＯＢ３内のオーディオ情報の再生開始時刻を示す第１セル再生開始時刻情報５９Ｄ
２（その値は、例えば「０時０分０秒」とされる。）と、当該オーディオ情報の再生終了
時刻を示す第１セル再生終了時刻情報５９Ｄ３（その値は、例えば「０時１４分２９秒」
とされる。）と、により構成されている。
【０１５３】
次に、第２セル情報５９Ｅは、当該第２セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯＢの
番号を示すオブジェクト番号５９Ｅ１（その値は、第１オーディオオブジェクトＡＯＢ１
を示す値である。）と、当該第２セルとして定義付けられる第１オーディオオブジェクト
ＡＯＢ１内のオーディオ情報の再生開始時刻を示す第２セル再生開始時刻情報５９Ｅ２（
その値は、例えば「０時０分０秒」とされる。）と、当該オーディオ情報の再生終了時刻
を示す第２セル再生終了時刻情報５９Ｅ３（その値は、例えば「０時９分２９秒」とされ
る。）と、により構成されている。
【０１５４】
更に、第２設定再生シーケンス情報６０は、当該第２設定再生シーケンス情報６０に含ま
れるセルの総数を示す第２設定再生シーケンス情報内セル総数６０Ａ（その値は、「１」
である。）と、第１２定再生シーケンス情報６０に含まれる第１セルの情報である第１セ
ル情報６０Ｃの第２ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第１セル開始アドレス情報６０Ｂと、
第１セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯＢの内容を示す第１セル情報６０Ｃと、
により構成されている。
【０１５５】
更にまた、第１セル情報６０Ｃは、当該第１セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯ
Ｂの番号を示すオブジェクト番号６０Ｃ１（その値は、第２オーディオオブジェクトＡＯ
Ｂ２を示す値である。）と、当該第１セルとして定義付けられる第２オーディオオブジェ
クトＡＯＢ２内のオーディオ情報の再生開始時刻を示す第１セル再生開始時刻情報６０Ｃ
２（その値は、例えば「０時１０分０秒」とされる。）と、当該オーディオ情報の再生終
了時刻を示す第１セル再生終了時刻情報６０Ｃ３（その値は、例えば「０時１９分２９秒
」とされる。）と、により構成されている。
【０１５６】
次に、第３設定再生シーケンス情報６１は、当該第３設定再生シーケンス情報６１に含ま
れるセルの総数を示す第３設定再生シーケンス情報内セル総数６１Ａ（その値は、「２」
である。）と、第３設定再生シーケンス情報６１に含まれる第１セルの情報である第１セ
ル情報６１Ｄの第２ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第１セル開始アドレス情報６１Ｂと、
同じく第２セルの情報である第２セル情報６１Ｅの第２ＤＶＤ上の記録開始位置を示す第
２セル開始アドレス情報６１Ｃと、第１セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯＢの
内容を示す第１セル情報６１Ｄと、第２セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯＢの
内容を示す第２セル情報６１Ｅと、により構成されている。
【０１５７】
更にまた、第１セル情報６１Ｄは、当該第１セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯ
Ｂの番号を示すオブジェクト番号６１Ｄ１（その値は、第３オーディオオブジェクトＡＯ
Ｂ３を示す値である。）と、当該第１セルとして定義付けられる第３オーディオオブジェ
クトＡＯＢ３内のオーディオ情報の再生開始時刻を示す第１セル再生開始時刻情報６１Ｄ
２（その値は、例えば「０時０分０秒」とされる。）と、当該オーディオ情報の再生終了
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時刻を示す第１セル再生終了時刻情報６１Ｄ３（その値は、例えば「０時１４分２９秒」
とされる。）と、により構成されている。
【０１５８】
次に、第２セル情報６１Ｅは、当該第２セルを構成するオーディオオブジェクトＡＯＢの
番号を示すオブジェクト番号６１Ｅ１（その値は、第５オーディオオブジェクトＡＯＢ５
を示す値である。）と、当該第２セルとして定義付けられる第５オーディオオブジェクト
ＡＯＢ５内のオーディオ情報の再生開始時刻を示す第２セル再生開始時刻情報６１Ｅ２（
その値は、例えば「０時２５分０秒」とされる。）と、当該オーディオ情報の再生終了時
刻を示す第２セル再生終了時刻情報６１Ｅ３（その値は、例えば「０時２９分２９秒」と
される。）と、により構成されている。
【０１５９】
最後に、本実施形態に係る統合再生リストＧＬに含まれるべき各情報の例について、図９
を用いて説明する。
【０１６０】
なお、図９は、図６に夫々示す例において、第１ＤＶＤ及び第２ＤＶＤに渡って記録され
ているオーディオ情報及びビデオ情報をその境界並びにＤＶＤの境界を跨いで連続して再
生するためのＤＶＤ１’（上記第１ＤＶＤ又は第２ＤＶＤ以外の第三のＤＶＤ）上に記録
されている統合再生リストを含むものとして、図８に示すオーディオ情報についての第２
再生リスト（第２設定再生シーケンス情報６０）と図７に示すビデオ情報についての第２
再生リスト（第２設定再生シーケンス情報５４）と図８に示すオーディオ情報についての
第１再生リスト（第１設定再生シーケンス情報５９）とをこの順で再生するように形成さ
れた第１統合再生リストと、図７に示すビデオ情報についての第１再生リスト（第１設定
再生シーケンス情報５３）と図８に示すオーディオ情報についての第３再生リスト（第３
設定再生シーケンス情報６１）とをこの順で再生するように形成された第２統合再生リス
トと、図８に示すオーディオ情報についての第１再生リスト（第１設定再生シーケンス情
報５９）のみを再生するように形成された第３統合再生リストと、が含まれている統合再
生リストポインタテーブルＧＰＴについて説明するものである。
【０１６１】
図９に示すように、上記内容を有するオーディオ情報及びビデオ情報についての統合再生
リストポインタテーブルＧＰＴは、当該統合再生リストポインタテーブルＧＰＴ全体に関
わる情報が記述されている統合再生リストポインタテーブル一般情報６５と、上記第１統
合再生リスト６９のＤＶＤ１’上の記録開始位置を示す第１統合再生リスト開始アドレス
情報６６と、上記第２統合再生リスト７０のＤＶＤ１’上の記録開始位置を示す第２統合
再生リスト開始アドレス情報６７と、上記第３統合再生リスト７１のＤＶＤ１’上の記録
開始位置を示す第３統合再生リスト開始アドレス情報６８と、ディスク識別情報テーブル
ＤＩＴのＤＶＤ１’上の記録開始位置を示すディスク識別情報テーブル開始アドレス情報
７２と、第１統合再生リスト６９と、第２統合再生リスト７０と、第３統合再生リスト７
１と、ディスク識別情報テーブル７３（図５におけるディスク識別情報テーブルＤＩＴに
相当）と、により構成されている。
【０１６２】
このうち、統合再生リストポインタテーブル一般情報６５、第１統合再生リスト開始アド
レス情報６６、第２統合再生リスト開始アドレス情報６７及び第３統合再生リスト開始ア
ドレス情報６８が、図５における統合再生リスト総合情報ＧＧＩに相当している。
【０１６３】
次に、統合再生リストポインタテーブル一般情報６５は、当該統合再生リストポインタテ
ーブルＧＰＴに含まれるポインタ（開始アドレス情報）の総数であるポインタ総数６５Ａ
（その値は、「３」である。）と、統合再生リストポインタテーブルＧＰＴのＤＶＤ１上
の記録終了位置を示す統合再生リストポインタテーブル終了アドレス情報６５Ｂと、によ
り構成されている。
【０１６４】
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更に、第１統合再生リスト６９は、当該第１統合再生リスト６９に含まれる再生リストの
総数を示す再生リスト総数６９Ａ（その値は、「３」である。）と、第１統合再生リスト
６９を構成する第１再生リストの内容を示す第１再生リスト６９Ｂと、第１統合再生リス
ト６９を構成する第２再生リストの内容を示す第２再生リスト６９Ｃと、第１統合再生リ
スト６９を構成する第３再生リストの内容を示す第１再生リスト６９Ｄと、により構成さ
れている。
【０１６５】
更にまた、第１再生リスト６９Ｂは、第１再生リスト６９Ｂに相当する再生リスト（第２
設定再生シーケンス情報６０）が記録されている第２ＤＶＤを示すディスク識別情報のＤ
ＶＤ１’上の記録開始位置を示すディスク識別情報ポインタ６９Ｂ１と、当該第２設定再
生シーケンス情報６０の属性（オーディオ情報に相当する再生リストか或いはビデオ情報
に相当する再生リストかの属性）が記述される識別情報６９Ｂ２（その値は、オーディオ
情報を示す値である。）と、当該第２設定再生シーケンス情報６０の番号が記述される再
生リスト番号６９Ｂ３（その値は、「２」である。）と、により構成されている。
【０１６６】
また、第２再生リスト６９Ｃは、第２再生リスト６９Ｃに相当する再生リスト（第２設定
再生シーケンス情報５４）が記録されている第１ＤＶＤを示すディスク識別情報のＤＶＤ
１’上の記録開始位置を示すディスク識別情報ポインタ６９Ｃ１と、当該第２設定再生シ
ーケンス情報５４の属性が記述される識別情報６９Ｃ２（その値は、ビデオ情報を示す値
である。）と、当該第２設定再生シーケンス情報５４の番号が記述される再生リスト番号
６９Ｃ３（その値は、「２」である。）と、により構成されている。
【０１６７】
更に、第３再生リスト６９Ｄは、第３再生リスト６９Ｄに相当する再生リスト（第１設定
再生シーケンス情報５９）が記録されている第２ＤＶＤを示すディスク識別情報のＤＶＤ
１’上の記録開始位置を示すディスク識別情報ポインタ６９Ｄ１と、当該第１設定再生シ
ーケンス情報５９の属性が記述される識別情報６９Ｄ２（その値は、オーディオ情報を示
す値である。）と、当該第１設定再生シーケンス情報５９の番号が記述される再生リスト
番号６９Ｄ３（その値は、「１」である。）と、により構成されている。
【０１６８】
次に、第２統合再生リスト７０は、当該第２統合再生リスト７０に含まれる再生リストの
総数を示す再生リスト総数７０Ａ（その値は、「２」である。）と、第２統合再生リスト
７０を構成する第１再生リストの内容を示す第１再生リスト７０Ｂと、第２統合再生リス
ト７０を構成する第２再生リストの内容を示す第２再生リスト７０Ｃと、により構成され
ている。
【０１６９】
更にまた、第１再生リスト７０Ｂは、第１再生リスト７０Ｂに相当する再生リスト（第１
設定再生シーケンス情報５３）が記録されている第１ＤＶＤを示すディスク識別情報のＤ
ＶＤ１’上の記録開始位置を示すディスク識別情報ポインタ７０Ｂ１と、当該第１設定再
生シーケンス情報５３の属性が記述される識別情報７０Ｂ２（その値は、ビデオ情報を示
す値である。）と、当該第１設定再生シーケンス情報５３の番号が記述される再生リスト
番号７０Ｂ３（その値は、「１」である。）と、により構成されている。
【０１７０】
また、第２再生リスト７０Ｃは、第２再生リスト７０Ｃに相当する再生リスト（第３設定
再生シーケンス情報６１）が記録されている第２ＤＶＤを示すディスク識別情報のＤＶＤ
１’上の記録開始位置を示すディスク識別情報ポインタ７０Ｃ１と、当該第３設定再生シ
ーケンス情報６１の属性が記述される識別情報７０Ｃ２（その値は、オーディオ情報を示
す値である。）と、当該第３設定再生シーケンス情報６１の番号が記述される再生リスト
番号７０Ｃ３（その値は、「３」である。）と、により構成されている。
【０１７１】
更に、第３統合再生リスト７１は、当該第３統合再生リスト７１に含まれる再生リストの
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総数を示す再生リスト総数７１Ａ（その値は、「１」である。）と、第２統合再生リスト
７１を構成する第１再生リストの内容を示す第１再生リスト７１Ｂと、により構成されて
いる。
【０１７２】
また、第１再生リスト７１Ｂは、第１再生リスト７１Ｂに相当する再生リスト（第１設定
再生シーケンス情報５９）が記録されている第２ＤＶＤを示すディスク識別情報のＤＶＤ
１’上の記録開始位置を示すディスク識別情報ポインタ７１Ｂ１と、当該第１設定再生シ
ーケンス情報５９の属性が記述される識別情報７１Ｂ２（その値は、オーディオ情報を示
す値である。）と、当該第１設定再生シーケンス情報５９の番号が記述される再生リスト
番号７１Ｂ３（その値は、「１」である。）と、により構成されている。
【０１７３】
更に、ディスク識別情報テーブル７３には、上記第１ＤＶＤを示すディスク識別情報であ
る第１ディスク識別情報７３Ａと、上記第２ＤＶＤを示すディスク識別情報である第２デ
ィスク識別情報７３Ｂと、が含まれている。
【０１７４】
なお、図９に示す統合再生リストＧＬには、当該統合再生リストＧＬが記録されるＤＶＤ
（実施形態の場合はＤＶＤ１’）自体に予め記録されている再生リストＰＴが含まれる場
合があるが、この場合には、図９において、その再生リストＰＴに対応するディスク識別
情報ポインタとしてはゼロデータが記述される。換言すれば、ディスク識別情報ポインタ
としてはゼロデータが記述されていれば、その再生リストＰＴは統合再生リストＧＬが記
録されているＤＶＤ上の他の領域内に記録されていることとなる。更に、この場合には、
ゼロデータとして記述されるディスク識別情報ポインタに対応するディスク識別情報は記
述されないこととなる。
【０１７５】
このようにすることで、統合再生リストＧＬ自体が肥大化する（冗長となる）ことが防止
できると共に、当該統合再生リストＧＬを用いた再生制御においても再生すべき再生リス
トの記録場所を迅速に把握してより簡易に当該再生制御を実行できることとなる。
【０１７６】
また、後述する情報記録再生装置Ｓ以外の、一枚のＤＶＤのみが装填され得る情報記録再
生装置に対して実施形態の統合再生リストＧＬが記録されているＤＶＤが装填された場合
には、上記各ディスク識別情報ポインタとしてゼロデータが記述されているもののみを抽
出してその再生制御に用いることで、当該一枚のＤＶＤのみが装填され得る情報記録再生
装置においても当該統合再生リストＧＬに基づいてビデオ情報及びオーディオ情報を共に
含む再生制御を実行することができる。
【０１７７】
更に、ビデオ情報のみ又はオーディオ情報のみが記録されているＤＶＤ上の再生リストだ
けでなく、図５に示す物理フォーマットを有する他のＤＶＤ上に既に記録されている再生
リストをも用いて統合再生リストＧＬを構成することもできる。
【０１７８】
（III）記録再生処理の実施形態
次に、上述した統合再生リストＧＬを生成してＤＶＤ１’に記録する処理及び当該記録さ
れている統合再生リストＧＬを用いてビデオ情報及びオーディオ情報をＤＶＤ１’又は他
のＤＶＤから再生する処理について、図１０乃至図１３を用いて説明する。
【０１７９】
なお、図１０は当該記録処理及び再生処理に供される実施形態に係る情報記録再生装置の
概要構成を示すブロック図であり、図１１は統合再生リストＧＬの記録処理を示すフロー
チャートであり、図１２及び図１３は統合再生リストＧＬを用いた再生処理等を示すフロ
ーチャートである。
【０１８０】
初めに、当該記録処理及び再生処理が実行される情報記録再生装置の概要構成について、
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図１０を用いて説明する。なお、図１０は当該情報記録再生装置の概要構成を示すブロッ
ク図である。
【０１８１】
また、以下の説明は、上記ビデオ情報及びオーディオ情報に加えて、コンピュータ用等の
データ情報もＤＶＤ１’に記録することが可能であると共に、それらをＤＶＤ１’から再
生することも可能である情報記録再生装置における記録処理及び再生処理について説明す
るものである。
【０１８２】
図１０に示すように、実施形態に係る情報記録再生装置Ｓは、記録手段及び再生手段とし
てのピックアップ２と、変調部３と、フォーマッタ４と、ビデオエンコーダ５と、オーデ
ィオエンコーダ６と、取得手段としてのシステムコントローラ７と、メモリ９と、復調部
１０と、ビデオデコーダ１１と、オーディオデコーダ１２と、サーボＩＣ（Integrated　
Circuit）１３と、スピンドルモータ１４と、選択手段としての操作部１５と、マルチプ
レクサ１６と、デマルチプレクサ１７と、光学系支持部１８と、キャリッジ１９乃至２１
と、マガジン２２と、光学系上下機構２３と、キャリッジ搬送機構２４と、マガジン上下
機構２５と、により構成されている。
【０１８３】
また、システムコントローラ７は、生成手段及び手順情報生成手段としてのナビゲーショ
ン情報生成器８を備えている。
【０１８４】
更に、複数枚のＤＶＤを格納可能なマガジン２２内には、夫々キャリッジ１９乃至２１上
に夫々載置された形態でＤＶＤ１’、上記第１ＤＶＤ１ａ及び第２ＤＶＤ１ｂが格納され
る。
【０１８５】
次に、各部の概要動作を説明する。
【０１８６】
スピンドルモータ１４は、サーボＩＣ１３からのスピンドル制御信号Ｓssに基づいて、当
該スピンドルモータ１４に装填されているＤＶＤ１’（或いは第１ＤＶＤ１ａ又は第２Ｄ
ＶＤ１ｂ）を予め設定された回転数で回転させる。
【０１８７】
このとき、スピンドルモータ１４へのいずれかのＤＶＤの装填について具体的には、当該
スピンドルモータ１４に装填されているＤＶＤを他のＤＶＤに交換する場合には、先ず、
システムコントローラ７からの制御信号Ｓcoに基づいた光学系上下機構２３の動作により
、スピンドルモータ１４及びピックアップ２が光学系支持部１８と共に図１０中下方に移
動される。このとき、それまで装填されていたＤＶＤはキャリッジ１９乃至２１によりそ
のままの位置で保持される。
【０１８８】
これにより、スピンドルモータ１４からＤＶＤが外されると、次に、当該外されたＤＶＤ
を支持するキャリッジが、システムコントローラ７からの制御信号Ｓcgに基づいたキャリ
ッジ搬送機構２４の動作によりマガジン２２内の予め設定された対応する格納位置まで搬
送される。このとき、マガジン２２は、システムコントローラ７からの制御信号Ｓcmに基
づいたマガジン上下機構２５の動作により当該対応する格納位置にＤＶＤを載置したキャ
リッジが搬送されるように必要に応じて上下動する。
【０１８９】
そして、当該外されたＤＶＤがマガジン２２内の格納位置にキャリッジごと格納されると
、次に、新たにスピンドルモータ１４に装填されるべきＤＶＤを載置したキャリッジが、
システムコントローラ７からの制御信号Ｓcgに基づいてキャリッジ搬送機構２４によりマ
ガジン２２から取り出され、当該装填位置まで搬送される。このとき、マガジン２２は、
システムコントローラ７からの制御信号Ｓcmに基づいたマガジン上下機構２５の動作によ
り、取り出されるＤＶＤを載置したキャリッジがキャリッジ搬送機構２４により搬送され
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るように必要に応じて上下動する。
【０１９０】
その後、新たに装填されるＤＶＤがスピンドルモータ１４の位置まで搬送されると、それ
まで下降していたスピンドルモータ１４及びピックアップ２が、システムコントローラ７
からの制御信号Ｓcoに基づいた光学系上下機構２３の動作によって装填されるＤＶＤの位
置まで上昇し、これにより、当該ＤＶＤがスピンドルモータ１４に装填され、情報の記録
又は再生が可能な状態となる。
【０１９１】
一方、ＤＶＤ１’のビデオオブジェクト記録エリアＶＯＲに記録すべき記録情報としての
ビデオ情報Ｓvは、外部から入力された後、ビデオエンコーダ５に入力される。
【０１９２】
そして、ビデオエンコーダ５は、システムコントローラ７からの制御信号Ｓcvに基づき、
ビデオ情報Ｓvに対して予め設定された符号化処理（具体的には、例えば、ＭＰＥＧ（Mov
ing　Picture　Experts　Group）方式の圧縮符号化処理）を施し、符号化ビデオ信号Ｓev
を生成してマルチプレクサ１１へ出力する。
【０１９３】
他方、ＤＶＤ１’のオーディオオブジェクト記録エリアＡＯＲに記録すべき記録情報とし
てのオーディオ情報Ｓaは、外部から入力された後、オーディオエンコーダ６に入力され
る。
【０１９４】
そして、オーディオエンコーダ６は、システムコントローラ７からの制御信号Ｓcaに基づ
き、オーディオ情報Ｓaに対して予め設定された符号化処理（具体的には、例えば上記Ｍ
ＰＥＧ方式の圧縮符号化処理）を施し、符号化オーディオ信号Ｓeaを生成してマルチプレ
クサ１１へ出力する。
【０１９５】
更に、ＤＶＤ１’に記録すべき記録情報としてのデータ情報Ｓduは、外部から入力された
後、直接マルチプレクサ１１へ出力される。
【０１９６】
これらにより、マルチプレクサ１１は、符号化ビデオ信号Ｓevに含まれている画像情報と
音声情報とを予め設定された処理により重畳し（マルチプレクスし）、重畳信号Ｓmxを生
成してフォーマッタ４へ出力する。
【０１９７】
このとき、マルチプレクサ１１は、上記符号化オーディオ信号Ｓea及びデータ情報Ｓduに
ついては、これらはそのまま通過させて重畳信号Ｓmxとする。
【０１９８】
次に、フォーマッタ４は、システムコントローラ７からの制御信号Ｓcfに基づき、後述す
るナビゲーション情報生成器８からのナビゲーション情報信号Ｓndと上記重畳信号Ｓmxと
を図５に示した物理フォーマットの形式となるように組み合わせ、フォーマット信号Ｓmt
を生成して変調部３へ出力する。
【０１９９】
このとき、重畳信号Ｓmxとしてフォーマッタ４に入力される各記録情報は、ナビゲーショ
ン情報生成器８における上記ナビゲーション情報の生成に供されるべく、予め設定されて
いるタイミングで記録情報信号Ｓfmとしてシステムコントローラ７へ出力される。
【０２００】
そして、変調部３は、当該フォーマット信号Ｓmtに対して予め設定された変調処理（具体
的には、例えばいわゆる８－１６変調処理）を施し、変調信号Ｓfeを生成してピックアッ
プ２に出力する。
【０２０１】
これにより、ピックアップ２は、当該変調信号Ｓfeにより強度変調された光ビームＢを生
成しこれをＤＶＤ１’の図示しない情報記録面内の情報トラックに照射することで当該変



(25) JP 4083957 B2 2008.4.30

10

20

30

40

50

調信号Ｓfeに含まれている上記ナビゲーション情報及び各記録情報に対応するピットを当
該情報トラック上に形成し、当該ナビゲーション情報及び各記録情報を図５に示す物理フ
ォーマットの形式でＤＶＤ１’上に記録する。
【０２０２】
このとき、光ビームＢの集光位置と上記情報トラックとの上記情報記録面に垂直な方向及
び水平な方向のずれは、サーボＩＣ１３から出力されるピックアップサーボ信号Ｓspに基
づいて当該ピックアップ２内の図示しない対物レンズ（光ビームＢを集光するための対物
レンズ）が上記垂直な方向及び水平な方向に移動される（すなわち、いわゆるフォーカス
サーボ制御及びトラッキングサーボ制御が実行される）ことにより解消される。
【０２０３】
このため、サーボＩＣ１３は、システムコントローラ７からの制御信号Ｓscに基づいて、
上記スピンドル制御信号Ｓss及びピックアップサーボ信号Ｓspを生成し、夫々スピンドル
モータ１４及びピックアップ２へ出力する。
【０２０４】
一方、ピックアップ２は、ＤＶＤ１’又は他のＤＶＤに既に記録されている記録情報等を
再生する場合には、一定強度の再生用の光ビームＢを生成して上記ピットが形成されてい
る情報トラックに照射し、その反射光に基づいて当該記録情報等に対応する検出信号Ｓpp
を生成し、復調部１０へ出力する。
【０２０５】
これにより、復調部１０は、検出信号Ｓppに対して上記変調部３における変調処理に対応
する復調処理を施し、復調信号Ｓpdを生成してデマルチプレクサデ１７へ出力する。
【０２０６】
そして、デマルチプレクサ１７は、復調信号Ｓpdがビデオ情報を含むときは当該ビデオ情
報に含まれる画像情報と音声情報とを分離し、分離信号Ｓdmxを生成してビデオデコーダ
１１へ出力する。
【０２０７】
一方、復調信号Ｓpdがオーディオ情報を含むときは、デマルチプレクサ１７は、当該復調
信号Ｓpdをそのまま通過させオーディオデコーダ１２へ出力する。
【０２０８】
更に、復調信号Ｓpdがデータ情報を含むときは、デマルチプレクサ１７は、当該復調信号
Ｓpdをそのまま通過させ元のデータ情報Ｓduとして外部の図示しないコンピュータ等へ出
力する。
【０２０９】
なお、デマルチプレクサ１７は、後述する統合再生リストＧＬの生成時等においては、復
調信号Ｓpd中から上記各ナビゲーション情報を抽出し、抽出ナビゲーション信号Ｓnvとし
てシステムコントローラ７へ出力する。
【０２１０】
次に、ビデオデコーダ１１は、システムコントローラ７からの制御信号Ｓcdvに基づき、
分離信号Ｓdmxに対して上記ビデオエンコーダ５における符号化処理に対応する復号処理
を施し、復号ビデオ信号Ｓdvを生成して外部の図示しないモニタ等に出力する。
【０２１１】
更に、オーディオデコーダ１２は、システムコントローラ７からの制御信号Ｓcdaに基づ
き、オーディオ情報を含む復調信号Ｓpdに対して上記オーディオエンコーダ６における符
号化処理に対応する復号処理を施し、復号オーディオ信号Ｓdaを生成して外部の図示しな
いアンプ等に出力する。
【０２１２】
他方、操作部１５は、情報記録再生装置Ｓにおける記録処理又は再生処理を実行するため
の操作が使用者により実行されたとき、当該操作に対応する操作信号Ｓinを生成してシス
テムコントローラ７へ出力する。
【０２１３】
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更に、ナビゲーション情報生成器８は、操作信号Ｓin及び記録情報信号Ｓfmに基づくシス
テムコントローラ７の制御に基づいて、後述する記録処理時にＤＶＤ１’に記録すべき上
記各ナビゲーション情報を含む上記ナビゲーション情報信号Ｓndを生成し、フォーマッタ
４の一方の入力端子へ出力する。
【０２１４】
これにより、上記フォーマッタ４により重畳信号Ｓmx中の記録情報とナビゲーション情報
信号Ｓnd中のナビゲーション情報とが重畳され、図５に示す物理フォーマットを有する記
録情報を含む上記フォーマット信号Ｓmtが生成されることとなる。
【０２１５】
これらの動作と並行して、システムコントローラ７は、メモリ９との間でメモリ信号Ｓm
として必要な情報の授受を行いつつ、上記各動作を制御するための各制御信号Ｓcv、Ｓca
、Ｓcf、Ｓsc、Ｓcdv及びＳcdaを生成して夫々に対応する構成部材へ出力すると共に、Ｄ
ＶＤの交換作業を必要な部材に実行させるべく各制御信号Ｓco、Ｓcg及びＳcmを出力する
。
【０２１６】
次に、実施形態に係る統合再生リストＧＬを図５に示す物理フォーマットでＤＶＤ１’に
記録するための記録処理について、図１１を用いて説明する。
【０２１７】
なお、図１１に示す記録処理は、システムコントローラ７及びナビゲーション情報生成器
８を中心として実行されるものである。
【０２１８】
また、統合再生リストＧＬを記録する際には、図５に示すビデオナビゲーション情報エリ
アＶＮＡ、オーディオナビゲーション情報エリアＡＮＡ、ビデオオブジェクト記録エリア
ＶＯＲ及びオーディオオブジェクト記録エリアＡＯＲ並びに第１ＤＶＤ１ａ上のビデオ情
報等（対応するナビゲーション情報を含む。）及び第２ＤＶＤ１ｂ上のオーディオ情報等
（対応するナビゲーション情報を含む。）は、夫々図１に示す物理フォーマットを形成す
るための公知の方法により当該図１又は図５に示す態様で既にＤＶＤ１’上 並びに第１
ＤＶＤ１ａ上及び第２ＤＶＤ１ｂ上に形成されているものとする。
【０２１９】
統合再生リストＧＬの記録処理においては、図１１に示すように、初めに、統合再生リス
トＧＬを形成することが操作部１５において指示されたか否かが判定され（ステップＳ１
）、操作されていないときは（ステップＳ１；ＮＯ）そのまま処理を終了し、一方、操作
されたときは（ステップＳ１；ＹＥＳ）、次に、統合再生リストＧＬとして取り込むべき
再生リストが記録されているいずれかのＤＶＤ（ＤＶＤ１’、第１ＤＶＤ１ａ又は第２Ｄ
ＶＤ１ｂのいずれか）を選択してスピンドルモータ１４に装填し（ステップＳ２）、更に
、その装填されたＤＶＤ上で当該取り込むべき再生リストを選択抽出する（ステップＳ３
）。
【０２２０】
次に、最終的に作成された統合再生リストＧＬを記録するＤＶＤ（実施形態の場合はＤＶ
Ｄ１’）が現在再生リストが選択されて（ステップＳ２）スピンドルモータ１４に装填さ
れているＤＶＤと同一か否かが、各ＤＶＤにおける上記ディスク識別情報ＤＩＤに基づい
て判定される（ステップＳ４）。
【０２２１】
そして、それらが同一であるときは（ステップＳ４；ＹＥＳ）そのまま後述するステップ
Ｓ７の処理に移行し、一方、統合再生リストＧＬを記録するＤＶＤと現在スピンドルモー
タ１４に装填されているＤＶＤとが同一でないときは（ステップＳ４；ＮＯ）、次に、現
在スピンドルモータ１４に装填されているＤＶＤ上に上記ディスク識別情報ＤＩＤが既に
記録されているか否かが確認される（ステップＳ５。図１参照）。
【０２２２】
そして、当該ディスク識別情報ＤＩＤが記録されている場合は（ステップＳ５；ＹＥＳ）
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そのまま後述するステップＳ７に移行し、一方、記録されていない場合は（ステップＳ５
；ＮＯ）、現在スピンドルモータ１４に装填されているそのＤＶＤに対応するディスク識
別情報ＤＩＤを新たに生成してそのＤＶＤに記録し（ステップＳ６）、その後、選択した
（ステップＳ３）再生リストに関する情報を用いて統合再生リストＧＬを作成し、システ
ムコントローラ７内の図示しないメモリ中に一時的に記憶させる（ステップＳ７）。
【０２２３】
ここで、ステップＳ７において実行される具体的な処理としては、統合再生リストＧＬと
して取り込む記録情報をビデオ情報とするかオーディオ情報とするかの確認、対応する再
生リストの各ＤＶＤ内の設定再生シーケンス情報ＵＤＩ内からの選択・抽出、当該選択・
抽出した再生リストを取り込んでの統合再生リストＧＬ及びそれらを含む統合再生リスト
ポインタテーブルＧＰＴの生成等が実行される。
【０２２４】
そして、統合再生リストＧＬの作成を終了するか否かが判定され（ステップＳ８）、終了
しないときは（ステップＳ８；ＮＯ）ステップＳ２に戻って上述した各処理を繰り返し、
一方、終了するときは（ステップＳ８；ＹＥＳ）、次に、作成した統合再生リストＧＬを
記録すべきＤＶＤ（実施形態の場合はＤＶＤ１’）が現在スピンドルモータ１４に装填さ
れているか否かが確認され（ステップＳ９）、装填されているときは（ステップＳ９；Ｙ
ＥＳ）そのまま上記図示しないメモリに記憶されている統合再生リストＧＬ及びそれらを
含む統合再生リストポインタテーブルＧＰＴをＤＶＤ１’における統合ナビゲーション情
報エリアＧＮＡ内に記録して（ステップＳ１１）処理を終了する。
【０２２５】
一方、ステップＳ９の判定において、統合再生リストＧＬを記録すべきＤＶＤ１’がスピ
ンドルモータ１４に装填されていないときは（ステップＳ９；ＮＯ）、現在装填されてい
るＤＶＤをＤＶＤ１’に交換し（ステップＳ１０）、ステップＳ１１の処理を実行して記
録処理を終了する。
【０２２６】
次に、上述した記録処理により記録された統合再生リストＧＬを用いた記録情報の再生処
理について図１２及び図１３を用いて説明する。
【０２２７】
初めに、当該再生処理の前提となる各再生リストを用いた記録情報の再生処理について、
図１２を用いて説明する。
【０２２８】
再生リストを用いた再生処理においては、図１２に示すように、初めに、操作部１５にお
いて再生すべき態様の再生リストを選択し（ステップＳ２０）、次に、選択した再生リス
トに対応する設定再生シーケンス情報ＵＤＩの番号を当該再生リストポインタ（図１符号
ＰＬＴ参照）を読み込むことにより特定し（ステップＳ２１）、更に特定した設定再生シ
ーケンス情報ＵＤＩの番号により各設定再生シーケンス情報開始アドレス情報（図７符号
５１及び５２又は図８符号５６乃至５８参照）を特定して各設定再生シーケンス情報ＵＤ
Ｉの記録位置を特定する（ステップＳ２２）。
【０２２９】
そして、特定した設定再生シーケンス情報ＵＤＩの記録位置からそれに含まれている各定
義セル情報（図７符号５３Ｅ乃至５３Ｇ及び５４Ｃ又は図８符号５９Ｄ、５９Ｅ、６０Ｃ
、６１Ｄ及び６１Ｅ参照）を取得し（ステップＳ２３）、各定義セル情報に含まれている
オブジェクト番号を用いて対応するオブジェクトファイル情報テーブルＯＦＴ（図１参照
）を参照し、再生すべきオブジェクトＯＢＪの記録位置を取得する（ステップＳ２４）。
更に、これと並行して、オブジェクト記録シーケンス情報ＯＳＩに含まれている各定義セ
ルＵＤの再生開始時刻情報及び再生終了時刻情報（図３参照）に基づいて実際の記録情報
の記録位置を特定する。
【０２３０】
これにより、特定したオブジェクトＯＢＪを、各設定再生シーケンス情報ＵＤＩ内で指定
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されている定義セルＵＤの順番で再生する（ステップＳ２５）。
【０２３１】
次に、現在再生しているオブジェクトＯＢＪに対応する設定再生シーケンス情報ＵＤＩ内
に記述されている最後の定義セルＵＤの再生が終了したか否かが確認され（ステップＳ２
６）、終了しているときは（ステップＳ２６；ＹＥＳ）そのまま再生リストの再生を終了
し、一方、終了していないときは（ステップＳ２６；ＮＯ）ステップＳ２５に戻って再生
処理を継続する。
【０２３２】
次に、図１２に示した再生リストに基づく再生処理を流用する本発明に係る統合再生リス
トＧＬに基づく再生処理について、図１３を用いて説明する。
【０２３３】
統合再生リストＧＬを用いた再生処理においては、図１３に示すように、初めに、操作部
１５において再生すべき態様の統合再生リストＧＬを選択し（ステップＳ３０）、次に、
選択した統合再生リストＧＬの記録位置を統合再生リスト開始アドレス情報（図９符号６
６乃至６８参照）を参照して特定し（ステップＳ３１）、該当する統合再生リストＧＬ内
に格納されている再生リストの番号及び種類並びにそれが記録されているＤＶＤを示すデ
ィスク識別情報ＤＩＤを取得する（ステップＳ３２）。
【０２３４】
そして、ステップＳ３２で取得した再生リストが含まれている設定再生シーケンス情報Ｕ
ＤＩが記録されているＤＶＤと現在スピンドルモータ１４に装填されているＤＶＤとが同
一であるか否かがディスク識別情報ＤＩＤに基づいて判定され（ステップＳ３３）、同一
であるときは（ステップＳ３３；ＮＯ）そのまま後述するステップＳ３５へ移行し、一方
、同一でないときは（ステップＳ３３；ＹＥＳ）その再生すべき再生リストが含まれてい
る設定再生シーケンス情報ＵＤＩが記録されているＤＶＤをスピンドルモータ１４に装填
する（ステップＳ３４）。
【０２３５】
つぎに、当該装填されたＤＶＤ上の設定再生シーケンス情報ＵＤＩから当該再生リストに
関する各情報（例えば図７符号５３参照）を取得する（ステップＳ３５）。このステップ
Ｓ３５においては、実際には、上記図１２に示した再生リストとしての処理が実行される
こととなる。
【０２３６】
次に、図１２に示した処理と同様にして各定義セルＵＤの再生を行い（ステップＳ３６）
、更に現在再生している設定再生シーケンス情報ＵＤＩ内の最後の定義セルＵＤの再生が
終了したか否かが確認される（ステップＳ３７）。
【０２３７】
そして、当該再生が終了していないときは（ステップＳ３７；ＮＯ）再度ステップＳ３３
に戻ってＤＶＤの交換及び再生処理を継続し、一方、最後の定義セルＵＤの再生が終了し
ているときは（ステップＳ３７；ＹＥＳ）、次に、現在再生されている統合再生リストＧ
Ｌ内の最後の再生リスト（図９に示す例の場合は例えば第３再生リスト６９Ｄ）に従った
再生が終了しているか否かが確認される（ステップＳ３８）。
【０２３８】
これにより、当該最後の再生リストに従った再生が終了しているときは（ステップＳ３８
；ＹＥＳ）そのまま再生処理を終了し、一方終了していないときは（ステップＳ３８；Ｎ
Ｏ）ステップＳ３３に戻って次の再生リストの情報を取得して上記した再生処理を継続す
る。
【０２３９】
　以上説明したように、実施形態の統合再生リストＧＬの記録再生処理によれば、二枚以
上のＤＶＤに渡って記録されている二種以上の記録情報を連続して再生するための統合再
生リストＧＬがＤＶＤ１’に記録されるので、二枚以上のＤＶＤに渡って記録されている
種類の異なる記録情報を、その境界を跨いで連続して所望の再生手順により再生すること
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ができる。
　従って、複数の記録情報が記録されている複数のＤＶＤから各記録情報を再生する場合
に、より変化に富んだ再生態様でそれらを再生することができる。
【０２４０】
また、統合再生リストＧＬがポインタにより該当する再生リストを指し示すので、確実に
所望する再生リストを指定して再生することができる。
【０２４１】
更に、各再生リストが、各記録情報が記録された際の記録手順とは異なる手順で各記録情
報を再生するための再生手順を含んでいるので、使用者の所望する態様で各記録情報を連
続して再生することができる。
【０２４２】
更にまた、各記録情報がビデオ情報又はオーディオ情報のいずれか一の情報であるので、
ビデオ情報及びオーディオ情報を交えて再生することができる。
【０２４３】
なお、上述した実施形態においては、データ情報についての記録形態及び再生処理につい
ては言及していないが、当該データ情報についても他の記録情報と同様に統合再生リスト
ＧＬにより再生態様を制御することができる。
【０２４４】
（IV）記録処理の変形形態
次に、統合再生リストＧＬのＤＶＤ１’への記録処理の変形形態について、図１４を用い
て説明する。
【０２４５】
なお、図１４は変形形態に係る統合再生リストＧＬを図５に示す物理フォーマットでＤＶ
Ｄ１’に記録するための記録処理を示すフローチャートであり、当該記録処理は、システ
ムコントローラ７及びナビゲーション情報生成器８を中心として実行されるものである。
【０２４６】
また、変形形態の記録処理が実行される情報記録装置の構成は実施形態の情報記録再生装
置Ｓの場合と同様であるので、細部の説明は省略する。
【０２４７】
更に、図１４に示す記録処理において、図１１に示した記録処理と同様の処理については
、同様のステップ番号を付して細部の説明は省略する。
【０２４８】
上述した実施形態においては、既に各ＤＶＤ上に記録されている各記録情報の再生リスト
を用いて統合再生リストＧＬを形成する場合について説明したが、本発明は、各ＤＶＤ上
に記録されていない再生リストを新たに再生して取り込む場合についても適用が可能であ
る。
【０２４９】
すなわち、変形形態の統合再生リストＧＬの記録処理においては、図１４に示すように、
初めに、図１１に示した記録処理のうちステップＳ１乃至Ｓ３が実行され、統合再生リス
トＧＬとして含ませるべき再生リストの選択処理が開始される。
【０２５０】
次に、当該再生リストの選択処理において、選択すべき再生リストが存在しているか否か
が確認され（ステップＳ４０）、存在しているときは（ステップＳ４０；ＹＥＳ）そのま
ま図１１に示した記録処理におけるステップＳ４に移行し、一方、選択すべき再生リスト
がいずれのＤＶＤ上にも存在していないときは（ステップＳ４０；ＮＯ）、当該再生リス
トを新たに作成してシステムコントローラ７内の上記図示しないメモリ内に一時的に格納
し（ステップＳ４１）、その後、図１１に示した記録処理におけるステップＳ４乃至Ｓ１
１を実行し、記録処理を終了する。
【０２５１】
以上説明した変形形態の記録処理によれば、統合再生リストＧＬとして所望される再生リ
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ストがいずれのＤＶＤ上にもないとき、必要な再生リストを新たに生成して統合再生リス
トＧＬを生成するので、更に自由な再生手順により再生するように当該統合再生リストＧ
Ｌを作成・記録することができる。
【０２５２】
なお、上述した実施形態及び変形形態においては、情報記録再生装置Ｓ内に備えられたシ
ステムコントローラ７の制御の元で実行される処理について説明したが、これ以外に、上
記図１１乃至図１４に示すフローチャートに対応するプログラムを情報記録媒体としての
フレキシブルディスク又はハードディスク等に格納し、これをパーソナルコンピュータ等
により読み出して実行することにより、当該パーソナルコンピュータを上記システムコン
トローラ７として動作させることができる。
【０２５３】
また、上述した実施形態における図９に符号７１で示すように、一の再生リスト（図９に
示す場合は第１再生リスト７１Ｂ）のみにより一の統合再生リストＧＬ（図９に示す場合
は第３統合再生リスト７１）を構成することも可能であることは言うまでもない。
【０２５４】
更に、上述した実施形態及び変形形態においては、異なる種類の記録情報を用いて統合再
生リストＧＬを作成する場合について説明したが、これ以外に、例えば、ビデオ情報のみ
が記録されているＤＶＤが複数ある場合に、これらに跨って記録されている再生リストを
纏めて一つの統合再生リストを作成することもできるし、或いは、オーディオ情報のみが
記録されているＤＶＤが複数ある場合に、これらに跨って記録されている再生リストを纏
めて一つの統合再生リストを作成することもできる。
【０２５５】
この場合には、各ＤＶＤに記録されているディスク識別情報ＤＩＤを夫々用いて各々の統
合再生リストを作成することとなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ＤＶＤの記録規格における物理フォーマットを示す図である。
【図２】ＤＶＤの記録規格における論理フォーマットを示す図である。
【図３】オブジェクト記録シーケンス情報の例を示す図である。
【図４】オブジェクト情報の例を示す図である。
【図５】統合再生リストを含む物理フォーマットを示す図である。
【図６】論理フォーマットを例示する図であり、（ａ）は第１ＤＶＤに記録されている情
報の論理フォーマットを例示する図であり、（ｂ）は第２ＤＶＤに記録されている情報の
論理フォーマットを例示する図である。
【図７】設定再生シーケンス情報の例（Ｉ）を示す図である。
【図８】設定再生シーケンス情報の例（II）を示す図である。
【図９】統合再生リストの例を示す図である。
【図１０】実施形態の情報記録再生装置の概要構成を示すブロック図である。
【図１１】統合再生リストの記録処理を示すフローチャートである。
【図１２】再生リストを用いた再生処理を示すフローチャートである。
【図１３】統合再生リストを用いた再生処理を示すフローチャートである。
【図１４】変形形態の統合再生リストの記録処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１、１’…ＤＶＤ
１ａ…第１ＤＶＤ
１ｂ…第２ＤＶＤ
２…ピックアップ
３…変調部
４…フォーマッタ
５…ビデオエンコーダ
６…オーディオエンコーダ
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７…シテムコントローラ
８…ナビゲーション情報生成器
９…メモリ
１０…復調部
１１…ビデオデコーダ
１２…オーディオデコーダ
１３…サーボＩＣ
１４…スピンドルモータ
１５…操作部
１６…マルチプレクサ
１７…デマルチプレクサ
１８…光学系支持部
１９、２０、２１…キャリッジ
２２…マガジン
２３…光学系上下機構
２４…キャリッジ搬送機構
２５…マガジン上下機構
Ｓ…情報記録再生装置
ＬＩ…リードインエリア
ＤＡ…データエリア
ＬＯ…リードアウトエリア
ＦＳＡ…ファイルシステム情報エリア
ＧＮＡ…統合ナビゲーション情報エリア
ＶＮＡ…ビデオナビゲーション情報エリア
ＡＮＡ…オーディオナビゲーション情報エリア
ＶＯＲ…ビデオオブジェクト記録エリア
ＡＯＲ…オーディオオブジェクト記録エリア
ＧＧＭ…統合ナビゲーション情報管理情報
ＧＰＴ…統合再生リストポインタテーブル
ＧＧＩ…統合再生リスト総合情報
ＧＩ１…第１統合再生リスト
ＧＬ２…第２統合再生リスト
ＧＬｘ…第ｘ統合再生リスト
ＧＰＴ…統合再生リストポインタ総数
ＧＥＡ…統合再生リストポインタテーブル終了アドレス
ＧＰＴ１…第１統合再生リスト開始アドレス
ＧＰＴ２…第２統合再生リスト開始アドレス
ＧＰＴｘ…第ｘ統合再生リスト開始アドレス
ＤＩＤ…ディスク識別情報
ＥＮＭ…他情報
ＧＮ…再生リスト総数
ＰＴ１…第１再生リスト
ＰＴ２…第１再生リスト
ＰＴｙ…第ｙ再生リスト
ＲＢ…予備情報
ＩＤ…識別情報
ＧＰＮ…再生リスト番号
Ｓss…スピンドル制御信号
Ｓv…ビデオ情報
Ｓcv、Ｓca、Ｓcf、Ｓsc、Ｓcdv、Ｓcda、Ｓco、Ｓcg、Ｓcm…制御信号
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Ｓev…符号化ビデオ信号
Ｓa…オーディオ情報
Ｓea…符号化オーディオ信号
Ｓdu…データ情報
Ｓmx…重畳信号
Ｓnd…ナビゲーション情報信号
Ｓmt…フォーマット信号
Ｓfm…記録情報信号
Ｓfe…変調信号
Ｓsp…ピックアップサーボ信号
Ｓpp…検出信号
Ｓpd…復調信号
Ｓdmx…分離信号
Ｓnv…抽出ナビゲーション信号
Ｓdv…復号ビデオ信号
Ｓda…復号オーディオ信号
Ｓin…操作信号

【図１】 【図２】
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